
特集／各課紹介

垂水市の新体制をお知らせします

目 指 す は 、 さ ら り と 楽 し く 読 め る 自 治 体 広 報 誌 ５鹿 児 島 県 垂 水 市
2022 年（ 令 和 ４ 年 ）
５ 月 1 日 発 行 ／ No.133

コスト84円

市立図書館がリニューアルしました
皆様のご利用をお待ちしております

▲図書館情報は
　市 HP から



今 月 の ポ ス ト カ ー ド 表 面

P O S T  C A R D

平成 28 年度から、垂水市の魅力発信のために、広報たる

みずに「ポストカード」をご用意しました！家族や友人、

恋人に送って、垂水市のPRにご協力をお願いいたします！

◎ポストカードは、切り取り線に沿って切り取ってください。

〔
キ
リ
ト
リ
線
〕

み ん な で 魅 力 発 信
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      各課紹介

◎今月の表紙
新しくなった図書館で森真由
美さんと咲

え み り

美梨さん親子にご
協力いただきました。ありが
とうございます。

◎１階市長席は、新型コロナウイルス感染症対策のため、当分の間、中止とさせていただきます。
　ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

　「世界平和」は、人類共通の切なる
願いです。ウクライナの現状を思う
と、胸が痛みます。
　水迫順一代表を中心に、民間の方々
による支援の輪が広がっています。
　垂水市も予想される避難民の方々
に対して「市営住宅 15 戸」を準備い
たしました。今後「衣・食・住」を
中心に受け入れ対応準備を進めてま
いります。ご理解のほど、よろしく
お願いします。
　昨年 11 月に開設 30 周年を迎えた
垂水市立図書館が、このたび、空調
機器の取替や館内照明の LED 化を行
い、新しく文化の拠点として整備さ
れました。より明るく快適にご利用
いただける環境となっておりますの
で、多くの方々にお越しいただき、
学びを広げ、趣味をいかす場として
ご利用いただければと思います。

　また、子育て支援の課題であった
「牛根児童クラブ」が牛根小学校の校

舎内に完成しました。放課後、子ど
もたちが安心・安全に楽しく過ごせ
るスペースとなります。今年度も「仕
事と子育ての両立」と「子育て世代
の経済的な負担軽減とサービスの充
実」を重点施策とし、『妊娠期から子
育て期までの切れ目のない支援』の
実現に取り組んでまいります。
　今月号は「令和４年度・垂水市新
体制」の特集です。限られた人員の
中で、22 の分野において「垂水市発展・
垂水市民の皆様の幸福」の共通目標
のもと、本年度も精進してまいりま
す。新しく 12 名の期待の新規採用職
員も加わり、新型コロナウイルス感
染症をはじめ、様々な国難を乗り越
え、未来を明るくするため、ベスト
を尽くしてまいります。

こ ち ら
市 長 室

市長コラム

市長の動きは
WEB からご覧
いただけます。

鹿 児 島 県 垂 水 市
2022 年（ 令 和 ４ 年 ）
５ 月 1 日 発 行 ／ No.133
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〔 広報担当のシネマのススメ 〕

1 キネパス
スマートフォンで
簡単に映画予約できる
アプリを活用！

2 自動発券機
鹿児島ミッテ 10 では自動発券機で
チケットを発券！キネパスをご利用
の方は QR コードをかざすだけで
チケットを発券できちゃいます！

上映作品は、急遽予定が変更となる場合がございます。ご了承ください。

新しい感動をあなたへ！

鹿児島ミッテ 10 へ Let's  go ！ 新作
映画

鹿児島ミッテ 10 より シネマクーポン廃止のお知らせ
　平成 23 年より、皆様に提供させていただいておりましたシネマクーポンは

「新しい生活様式」・「新サービス料金の案内」に合わせ、鹿児島ミッテ 10 運
営方針の変更により廃止することとなりました。
　今後、より多くのお客様にサービスが提供できるよう努めて参ります。
ご迷惑をお掛けしますが、何卒ご理解のほどよろしくお願いします。

3 2022 年新料金
◎一般 1,900 円
◎大学・専門学生 1,500 円
◎高校・中学・小人（3歳以上）1,000 円
◎シニア（60歳以上）1,200 円

【水曜サービスデイ】
毎週水曜は料金が 1,200 円

【ペア 50 割】
どちらかが 50 歳以上の２名
１組様で料金が 2,800 円

新サービス

み ん な で 魅 力 発 信

今 月 の ポ ス ト カ ー ド 裏 面

P O S T  C A R D

◎ポストカードは、切り取り線に沿って切り取ってください。

POST  CARD

POST  CARD

〔
キ
リ
ト
リ
線
〕

新型コロナウイルス感染症
予防に関するご案内

必ずマスクの着用をお願いします。
マスク未着用の場合は
ご入場をお断りさせていただきます。

マスク着用のお願い

 流浪の月

金
公開 5 / 13 金

公開 5 / 20 金

公開 5 / 20 金
公開 5 / 20 金

公開 5 / 27 金
公開 5 / 28 土

五等分の花嫁

ハケンアニメ！ トップガン
 マーヴェリック

公開 5 / 4 水
公開 5 / 13 金

シン・ウルトラマンドクター・ストレンジ
マルチバース・オブ・マッドネス

鋼の錬金術師 
完結編 復讐者スカー 犬王
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NEWSNEWS
◎社会教育課社会教育係
　　　　　　☎ 32-0224

令
和
３
年
９
月
に
始
ま
っ
た

垂
水
市
立
図
書
館
の
改
修

工
事
（
空
調
機
器
の
取
替
、
館
内

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
）
が
完
了
し
ま

し
た
。
４
月
２
日
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
に
際
し
、
開
館
30
周

年
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
同
図
書
館
の
運
営

に
長
年
携
わ
ら
れ
た
丸
山
惠
子
さ

ん
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は

な
し
サ
ー
ク
ル
『
野
い
ち
ご
』
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
ま
た
読
書
感

想
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
篠
原
優ゆ

な花
さ
ん
（
当
時
・

柊
原
小
４
年
）、安
藤
彩い
ろ
は葉
さ
ん
（
当

時
・
垂
水
中
央
中
３
年
）
へ
の
表

彰
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

来
館
者
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

よ
り
明
る
く
快
適
に
、
学
び
を
広

げ
、
趣
味
を
生
か
す
場
と
し
て
、

多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き

た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
今
後
も
多
く
の
市
民

の
皆
様
に
愛
さ
れ
続
け
る
図
書
館

で
あ
る
た
め
に
、
利
用
者
の
利
便

性
向
上
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲丸山惠子さん（代理：和宏さん）

祝  市 立 図 書 館 開 館 3 0 周 年

本に触れる。新しい空間。
▲出席者一同の集合写真

▲安藤彩
い ろ は

葉さん▲おはなしサークル『野いちご』 ▲篠原優
ゆ な

花さん

◎企画政策課秘書広報係
　　　　　　☎内線 221

▲ウクライナを支援する垂水市民の会の皆さん　（市内各所で募金・署名活動は５月 15 日まで行われます）

▲受け入れ先の市営住宅（錦江町定住促進住宅）

垂
水
市
に
お
い
て
も
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
の
輪
が

拡
が
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

の
避
難
民
受
け
入
れ
の
為
の
居
住

地
と
し
て
市
営
住
宅
15
部
屋
を
準

備
し
、
県
に
報
告
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
避
難
民
の
受
け
入
れ

対
応
、
募
金
箱
の
設
置
等
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
に
『
ウ
ク
ラ

イ
ナ
を
支
援
す
る
垂
水
市
民
の
会
』

が
発
足
し
ま
し
た
。
同
会
は
、
市

内
で
約
１
５
０
個
の
募
金
箱
を
用

意
し
、
街
頭
で
募
金
、
署
名
の
呼

び
か
け
活
動
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
同
会
代
表
の
水
迫
順
一
さ
ん

は
「
多
く
の
方
に
賛
同
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
こ
の

活
動
に
よ
り
市
民
の
気
持
ち
を
届

け
、
１
日
で
も
早
く
平
和
な
日
常

に
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、今
後
も
官
民
連
携
し
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎本市の主な取組（衣食住の支援など柔軟な対応に努めます）

■住居の確保
　市営住宅（錦江町定住促進住宅）15 部屋の確保
■言語対応
　ウクライナ語の電話通訳の設置等
■募金箱の設置
　本庁正面玄関への募金箱設置（５月 27 日まで設置予定）
※過去の避難民受入実績
　昭和 55 年の 12 月にベトナム難民 51 人を受け入れ

◎募金口座（下記口座でも募金を受けつけています）

　南日本銀行垂水支店　普通口座　1106645
　ウクライナを支援する垂水市民の会

ウ ク ラ イ ナ 支 援 の 取 組

拡がる支援の輪。平和への思い。
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広  告 ここは有料広告のページです。申込先：垂水中央印刷（垂水市指定有料広告代理店）☎ 0994-32-0315 ／１枠：横 88mm×縦 133mm：19,000 円～

NEWS
◎福祉課子育て支援係
　　　　　　☎内線 124

お友だちと仲良く。楽しく。
▲完成式の出席者で「はい、ピース」

牛根児童クラブ完成式

▲お絵描きしています ▲ブロックで何を作ろうかな ▲上津さんと帖佐さんのお礼の言葉

牛
根
小
学
校
の
校
舎
内
の
一

角
に
設
け
ら
れ
た
「
牛
根

児
童
ク
ラ
ブ
」
の
改
修
工
事
が
完

了
し
、
４
月
５
日
に
完
成
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
明
る
い
黄

色
の
壁
紙
に
、フ
ロ
ー
リ
ン
グ
、畳
、

更
衣
室
等
を
備
え
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
・
安
全
に
過
ご
せ
る
環
境

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
長
は
、「
本
市
の
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
思
い
出
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
場
と
し
て
、
安

全
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。
児
童
を
代
表
し
て

上
津
蒼そ

う
き輝

さ
ん
、
帖
佐
仁じ

ん
ら
い頼

さ
ん

が
、「
明
る
く
便
利
に
な
っ
て
嬉
し

い
で
す
。
仲
良
く
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
よ
う
に
大
切
に
使
い
ま
す
」
と

お
礼
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、『
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
』
と
『
子
育
て
世
代
の
経
済

的
な
負
担
軽
減
と
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
』
を
重
点
施
策
と
し
て
『
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
』
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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市 長
Mayor  of  Tarumizu

副 市 長
Deputy Mayor of Tarumizu

教 育 長
Superintendent of Education

NAME    尾脇 雅弥 （おわき まさや）

生年月日　昭和 42 年３月 17 日（55 歳）

就　　任　平成 23 年１月

NAME    坂元 裕人 （さかもと ひろと）

生年月日　昭和 33 年３月 16 日（64 歳）

就　　任　平成 29 年４月

NAME    益山 純徳 （ますやま すみのり）

生年月日　昭和 43 年２月 23 日（54 歳）

就　　任　令和３年４月

令和４年度、垂水市役所の各課の業務内容と職
員をご紹介します。元気な垂水づくりに向けて、
本年度もよろしくお願いいたします！

特 集 ／ 各 課 紹 介

垂 水 市 新 体 制

市長部局教育長部局

各 課

1 8 教 育 総 務 課

1 9 学 校 教 育 課

2 0 社 会 教 育 課

2 1 国 体 推 進 課

P21

P22

１ 総 務 課

２ 企 画 政 策 課

３ 財 政 課

４ 税 務 課

５ 市 民 課

６ 選挙管理委員会事務局

７ 保健課

8 福祉課

９ 生 活 環 境 課

P12

P13

P14

P15

P16

1 0 農 林 課

1 1 農 業 委 員 会 事 務 局

1 2 水 産 商 工 観 光 課

1 3 土 木 課

1 4 会 計 課

1 5 水 道 課

1 6 議 会 事 務 局

1 7 監 査 事 務 局

2 2 消 防 本 部

P17

P18

P19

P20

P23

各 課

新規採用職員をご紹介します！

P24
New Face

～
垂
水
市
新
体
制
～  

各
課
紹
介

－ 特   集 － 　

令
和
４
年
度
が
始
ま
り
、
垂

水
市
の
体
制
も
新
し
く
な
り

ま
し
た
。
令
和
４
年
４
月
１

日
現
在
、
職
員
数
は
２
３
４

人
（
会
計
年
度
職
員
は
除
く
）

で
す
。

　

本
年
度
も
「
市
民
の
幸
福
」

「
垂
水
市
の
発
展
」
の
た
め
に
、

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
職
員

一
体
と
な
っ
て
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
重
要
政
策
の
推

進
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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業
務
内
容

　

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
各
課
が
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
効
率
的
、
効
果
的
に
提
供
で
き
る
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

人
事
行
政
係

　

人
事
、
市
の
条
例
・
規
則
の
審
査
等

　

情
報
統
計
係

　

情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
、
統
計
業
務
等

　

安
心
安
全
係

　

防
災
・
減
災
対
策
、
防
犯
・
交
通
安
全

の
指
導
お
よ
び
啓
発
普
及
等

　

市
民
の
皆
様
へ

　

市
民
に
信
頼
さ
れ

る
市
役
所
職
員
の
育

成
に
努
め
、
市
民
の

生
命
を
守
る
た
め
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て

防
災
・
減
災
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１ 総 務 課
   General Affairs Department

本館２階＆本館３階

　

業
務
内
容

　

市
の
政
策
や
地
方
創
生
、
地
域
振
興
な
ど

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、関
係
課
や
地
域
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
各
施
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
１
度
の
広
報
誌
の
発

行
、
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
等
の
広
報
業
務
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

秘
書
広
報
係　

秘
書
業
務
と
広
報
（
広

報
媒
体
、ふ
る
さ
と
納
税
）
に
よ
る
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
事
業
等

　

政
策
推
進
係　

政
策
や
地
方
創
生
、
全

庁
の
政
策
管
理
、
調
整
、
連
携

　

地
域
振
興
係　

地
域
と
協
働
し
た
地
域

振
興
計
画
策
定
や
広
域
行
政
、
交
通
政
策

推
進
、
男
女
共
同
参
画
等

　

市
民
の
皆
様
へ

　

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
大
切
な
情
報
を

広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
お

届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
の
情
報
媒
体
を
使
用
し
た
積
極
的

な
情
報
発
信
の
体
制
整
備
も
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
多
く

の
皆
様
に
参
画
い
た
だ
い

て
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎

と
な
り
ま
す
地
域
振
興
を

推
進
し
、
市
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
事
業
に
反
映
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

２ 企 画
　 政 策 課
   Planning Policy Department

本館２階

MEMBER

総務課
課長 濵　久志

人事行政係／☎内線 224

課長補佐 永田　正一

係長 石川　聡

主査 有馬　英朗

主査 松元　寛之

技術主査 早田　友紀

主事 坂元　陽祐

情報統計係／☎内線 353・357

主幹兼係長 葛迫　洋

主任主事 山元　剛樹

主事 白澤　大輔

安心安全係／☎内線 223

主幹兼係長 西川　了助

主事補 山野　将治

危機管理監 波多江　聡

派遣職員
大隅肝属広域事務組合
主査 松元　香織
後期高齢者医療広域連合事務組合
主事 瀬戸口　和樹

MEMBER

課長 二川　隆志
秘書広報係／☎内線 221・271
係長 迫田　和文
主任主事 酒勾 　直基
主事 福永　幸代
主事 永田　幸秀
主事 関　安梨寿
主事 白澤　このみ
政策推進係／☎内線 245
主幹兼係長 羽生　文彦
主査 市木　秀俊
主任主事 菅　雄太
主事 隈﨑 　静花
地域振興係／☎内線 246
主幹兼係長 吉崎　亮太
主事 石原口　千恵
主事 吉村　浩介

　

業
務
内
容

　

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
の
た
め

に
、
歳
出
管
理
の
徹
底
や
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
、
垂
水
市
が
所
有
す
る
財
産
の

確
実
な
管
理
と
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

財
務
係

　

予
算
編
成
お
よ
び
予
算
執
行
に
係
る
管

理
、
調
整
に
関
す
る
こ
と
。
地
方
交
付
税

関
連
事
務
お
よ
び
市
債
の
借
入
事
務
な
ど

歳
入
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

　

契
約
・
財
産
管
理
係

　

市
有
財
産
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。
垂

水
市
の
事
業
に
係
る
入
札
執
行
に
関
す
る

こ
と
。
公
用
車
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

庁
舎
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

　

市
民
の
皆
様
へ　

　

市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
、
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営

に
努
め
な
が
ら
、
市
有
財
産
の
適
正
管
理

や
庁
舎
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

業
務
内
容

　

市
民
生
活
の
安
定
・
向
上
を
図
る
上
で

市
税
等
の
収
入
確
保
は
重
要
で
す
。
本
課

は
重
大
な
責
務
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
認

識
し
、
法
令
・
条
例
等
に
基
づ
き
適
正
な

賦
課
・
徴
収
事
務
を
執
行
し
、
信
頼
を
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

管
理
収
納
係　

市
税
等
の
徴
収
・
滞
納

整
理
・
収
納
管
理

　

市
民
税
係　

市
県
民
税
・
法
人
市
民
税
・

軽
自
動
車
税
等
の
賦
課
・
調
定

　

固
定
資
産
税
係　

土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
の
賦
課
・
調
定

　

市
民
の
皆
様
へ

　

市
税
等
は
、
市
民
の
安
心
・
安
全
な
暮

ら
し
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
で
す
。

　

今
後
と
も
納
税
へ
の
ご
理
解
と
納
付
期

限
内
の
納
付
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

３ 財 政 課
   Finance Department

本館２階

４ 税 務 課
   Taxation Department

本館１階

MEMBER

課長 園田　保
財務係／☎内線 265
主幹兼係長 野元　悟
主査 宮迫　佑治
主査 井之上　鮎美
主査 船間　誠志
契約・財産管理係／☎内線 222

　　　　247
課長補佐兼係長 堀留　豊
技術主査（再任用）園田　昌幸
主査 安藤　太志
主査 川畑　健祐
主事補 木場　文那

MEMBER

課長 篠原　彰治

管理収納係／☎内線 132・136
係長 大迫　真由美

主査（再任用） 髙田　総

主事 村山　徹

主事補 橋口　拓也

主事補 田之上　元

市民税係／☎内線 130・131
課長補佐兼係長 村山　滋

主任主事 岩元　哲広

主事 塩満　一輝

主事 田口　智哉

主事補 鶴田　成貴

固定資産税係／☎内線 137・155
係長 山下　智徳

主査 下茂　尚太

主任主事 田中　由紀

主任主事 壱岐　ゆり恵

公売物件に係る情報を
掲載しています

▲公売情報は
　市 HP から
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業
務
内
容

　

垂
水
の
将
来
を
担
う
次
世
代
へ
の
支
援

と
し
て
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
い
つ
ま
で
も
暮
ら
せ
る
よ
う
健
康

長
寿
を
目
指
す「
た
る
み
ず
元
気
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
を
行
い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
等
の
地
域
保
健
や
医
療
、
介

護
、
予
防
、
生
活
支
援
が
一
体
と
な
っ
て

機
能
し
て
い
く
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
進
行
・
深
化
を
図
り
ま
す
。   

　

健
康
増
進
・
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
係

　

予
防
接
種
、
が
ん
検
診
、
母
子
健
診
お

よ
び
市
民
の
健
康
増
進
、
た
る
み
ず
元
気

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
関
す

る
業
務

　

介
護
保
険
係

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
と
相
談
、
介

護
保
険
料
と
要
介
護
認
定
に
関
す
る
業
務

　

地
域
包
括
ケ
ア
係

　

介
護
予
防
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
整
備
お
よ
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
関
す
る
業
務

　

病
院
老
人
保
健
施
設
管
理
係

　

垂
水
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
垂
水
中
央
病

院
や
垂
水
市
立
介
護
老
人
保
健
施
設
コ
ス

モ
ス
苑
の
管
理
業
務
お
よ
び
運
営
に
係
る

連
絡
調
整
業
務

令和４年度 健康チェック
新型コロナ対策を
万全にして開催します！！

７ 保 健 課
   Health Department

新館１階
（地域包括ケア係／地域包括支援センター）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
係

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
関
す
る
業
務

　

市
民
の
皆
様
へ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
身
を
守
る

た
め
、
引
き
続
き
基
本
的
な
感
染
予
防
対

策
を
行
う
と
と
も
に
、
健
康
長
寿
を
目
指

し
適
度
な
運
動
を
行
い
な
が
ら
「
健
康

チ
ェ
ッ
ク
」
で
ご
自
身
の
元
気
度
・
健
康

度
を
測
り
ま
し
ょ
う
！

MEMBER

課長 草野　浩一

健康増進・元気プロジェクト係
☎内線 121・138・164

係長 庭田　英幸

主事 川井田　紗姫

主事補 山口　翼

技術主査 前田　真由佳

技術主査 ( 兼任 ) 早田　友紀

技師 平嶺　絵里加

技師 家村　裕香

技師補 桐野　由実

技師補 新福　愛実

技師補 元山　果南

介護保険係／☎内線 123・128

係長 馬渡　美紀

主査 下舞　昇吾

主査 四元　奈々

主事 明石　雄允

主事補 福留　菜央

病院老人保健施設管理係／☎内線 167

係長 岩元　卓史

地域包括ケア係／☎ 32-5111

課長補佐兼係長 新屋　一己

副技幹 小牧　直子

主査（再任用） 和泉　洋一

主査 水元　司

新型コロナワクチン接種対策係

☎内線 567

係長 岡田　幸治

主任主事 倉岡　伸地

地域包括支援センター／☎ 32-5111

技師（保健師） 新枦　瑠美香

社会福祉士（派遣） 上久保　則雄

主任介護支援
専門員（派遣） 平石　明子

令和３年度

満足度
99.8％

　

相
談
係　

相
談
お
よ
び
要
望
等
に
係
る

関
係
団
体
と
の
連
絡
調
整
や
振
興
会
、
消

費
者
行
政
、
人
権
擁
護
等

　

市
民
の
皆
様
へ

　

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

住
民
票
等
の
証
明
書
発
行
業
務
を
令
和
５

年
３
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
予
定
で
す
。
発
行

に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
市
民

課
で
申
請
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

業
務
内
容

　

市
役
所
全
体
の
窓
口
と
し
て
、
個
人
情

報
の
厳
重
な
管
理
の
も
と
、
迅
速
か
つ
確

実
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
生
活
と
健
康
を
守
る
年
金
・
国
保

制
度
に
つ
い
て
は
、
常
に
市
民
の
目
線
に

立
ち
、
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
丁
寧
か
つ
分
か
り
や
す
い
窓
口
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
係　

住
民
基
本
台
帳
管
理
や
住
基

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
戸
籍
、
国
民
年
金
、
パ
ス
ポ
ー
ト

の
申
請
交
付
等

　

国
保
係　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

資
格
管
理
や
高
額
療
養
費
等
の
支
給
、
特

定
健
診
・
長
寿
健
診
の
実
施
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
手
続
き
全
般

市
民
課

　

業
務
内
容

　

選
挙
管
理
委
員
会
の
職
務
執
行
を
補
助

す
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
政
選
挙
や
地
方
選
挙
を
法
令
に
基
づ

き
適
正
に
執
行
す
る
と
と
も
に
、
有
権
者

が
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
選
挙
啓

発
を
効
果
的
に
行
い
、
参
政
意
識
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
へ

　

今
年
度
は
参
議
院
議
員
・
垂
水
市
長
選

挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。
選
挙
は
憲
法
で
保

障
さ
れ
て
い
る
国
民
の
大
切
な
権
利
で
あ

り
、
有
権
者
（
満
18
歳
以
上
）
が
政
治
に

参
加
す
る
最
も
重
要
な
機
会
で
す
。

棄
権
す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

皆
様
の
１
票
が
明
る
い
未
来
を
作
り
ま
す
。

事 選
務 挙
局 管

理
委
員
会

新城支所

６ 選 挙 管 理
　 委 員 会 事 務 局
   Election Administration Commission

＆
５ 市 民 課
   Citizens Department

本館１階（相談係・選挙事務局／別館１階）

MEMBER

市民課
課長 松尾　智信
市民係／☎内線 142・143・144（市民）
　　　　　　　 163（年金）
課長補佐 福元　美子
係長 新屋　亜矢
主査 ( 再任用 ) 萩原　竹和
主任主事 山元　さゆり
主事 迫田　美和
主事 山下　雄輔
主事補 岩重　果奈
国保係／☎内線 140・160・161
課長補佐 有馬　孝一
係長 岩下　つぐみ
主査 秋葉　由香里
主査 梶原　剛
技師 浦元　麻衣
主事 安樂　光彦
主事補 森田　莉乃
主事補 大渡　菫
相談係／☎内線 146・162
　　　　　　　 165（消費生活相談）
係長 堀留　省吾
副主幹 中井　薫子
主査 ( 併任 ) 久木田　敬
消費生活相談員 北方　文子
牛根支所／☎ 36-2001
主査（再任用） 港　裕幸
新城支所／☎ 35-2001
主査（再任用） 野村　玲子

選挙管理委員会事務局
☎内線 226

副主幹（併任） 堀留　省吾
主査 久木田　敬

牛根支所
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施
設
：
公
設
地
方
卸
売
市
場
、
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
（
三
和
セ
ン
タ
ー
）、
猿
ヶ
城
活

性
化
施
設
（
加
工
室
）

　

振
興
係　

　

農
業
の
振
興
（
園
芸
・
畜
産
等
）、
防
災

営
農
対
策
事
業
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
等

施
設
：
垂
水
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー

　

林
務
耕
地
係

　

林
業
振
興
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
、
農
業

用
施
設
・
治
山
及
び
林
道
の
整
備
・
維
持

管
理
等

　

市
民
の
皆
様
へ

　

荒
廃
農
地
化
や
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
な

ど
農
業
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
を
地
域

の
皆
様
と
話
し
合
い
「
未
来
農
業
の
創
生
」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
農
業
に
関

す
る
こ
と
は
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

業
務
内
容

　

新
規
就
農
者
を
生
活
給
付
金
、
機
械
設
備

補
助
金
や
指
導
巡
回
な
ど
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

両
面
か
ら
支
援
し
次
世
代
の
担
い
手
を
確
保

し
就
農
定
着
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
の
６
次
産
業
化
を
推
進
し
特

色
あ
る
持
続
的
農
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。
農
用
地
、
水
路
、
農
道
等
の
地
域
資
源

の
保
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
地
域
活
動
や
営

農
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か

ら
環
境
整
備
班
を
設
置
し
細
や
か
な
維
持
管

理
の
充
実
に
努
め
ま
す

　

農
政
係　

　

農
地
中
間
管
理
事
業
、
新
規
就
農
相
談
、

担
い
手
の
確
保
、
農
業
者
等
の
経
営
改
善
、

食
育
・
地
産
地
消
推
進
等

農
林
課

　

業
務
内
容

　

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
補
佐
し
、
農
地
の
有
効
利
用
の
た
め

農
業
振
興
や
担
い
手
と
な
る
農
業
者
の
育

成
を
図
り
、
遊
休
農
地
の
解
消
、
優
良
農

地
の
確
保
、
農
地
の
集
積
に
努
め
ま
す
。

　

農
地
係

　

毎
月
開
催
さ
れ
る
農
業
委
員
会
総
会
、

農
地
法
関
係
（
農
地
の
売
買
等
に
よ
る
名

義
変
更
、
名
義
変
更
と
地
目
変
更
等
）
の

事
務
手
続
き
、
農
業
者
年
金
業
務
等

　

市
民
の
皆
様
へ

　

農
地
の
有
効
活
用
の
た
め
、
農
地
に
つ

い
て
の
ご
相
談
を
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
お
よ
び
農
業
委
員
会
事

務
局
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
事
務
局

MEMBER

農林課
課長 森　秀和

課長補佐 岩元　伸二

農政係／☎内線 239・240

係長 小田　幸宏

主任主事 上原　明生

主任主事 浦元　駿

主事補 木脇　翔

振興係／☎内線 241

主幹兼係長 前田　直高

主任技師 堀田　尚幸

主事 富﨑　裕貴

主事 黒木　禎之

林務耕地係／☎内線 200・242

技幹兼係長 篠原　勝彦

主査 川畑　直紀

技術主査 大迫　真一

技師補 野口　顕正

農業委員会事務局
事務局長（併任） 森　秀和

農地係／☎内線 232・233

主幹兼係長 美坂　康人

主査（再任用） 才原　一生

主査 神川　綾

11 農 業 委 員 会
　 事 務 局
   Agriculture Commission

＆
10 農 林 課
   Agriculture and  Forestry Department

本館２階

　

業
務
内
容　

　

快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
自
然
の
保
全

を
図
り
、
豊
か
な
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継

げ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。      

　

環
境
衛
生
係

　

ご
み
の
資
源
化
推
進
、
一
般
廃
棄
物
の

適
正
処
理
、不
法
投
棄
防
止
、狂
犬
病
予
防
、

衛
生
害
虫
駆
除
等
の
環
境
保
全
業
務   

　

施
設
管
理
係

　

環
境
セ
ン
タ
ー
・
火
葬
場
・
漁
業
集
落

排
水
処
理
施
設
・
潮
彩
町
排
水
処
理
施
設

等
の
施
設
管
理
、
合
併
浄
化
槽
設
置
事
業
、

集
落
水
道
、
墓
地
・
埋
葬
等
に
関
す
る
業

務
　

市
民
の
皆
様
へ　

　

住
み
や
す
い
住
環
境
づ
く
り
や
自
然
環

境
保
全
の
た
め
に
、
ご
み
の
分
別
を
は
じ

め
、
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
、
水
質
汚
濁

防
止
な
ど
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

業
務
内
容

　

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
、
子
育
て
支
援

等
を
推
進
し
、
垂
水
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。   

　

地
域
福
祉
係　

民
生
委
員
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
訪
問
給
食
等
に
関
す
る
業
務

　

子
育
て
支
援
係　

認
定
こ
ど
も
園
・
保

育
所
、
各
種
福
祉
手
当
、
子
ど
も
子
育
て

支
援
、
相
談
に
関
す
る
業
務

　

障
害
福
祉
係　

地
域
生
活
支
援
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
、
自
立
支
援
医
療
、

各
種
障
害
者
手
帳
に
関
す
る
業
務
等

　

援
護
係　

　

生
活
保
護
・
生
活
困
窮
者
に
係
る
業
務

　

市
民
の
皆
様
へ

　

今
年
度
は
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
等
処

遇
改
善
に
取
り
組
み
、
既
存
事
業
の
充
実
・

拡
充
に
努
め
、「
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
子
育
て
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

MEMBER

課長 森永　公洋

地域福祉係／☎内線 126

課長補佐兼係長 坂口　美保

主査（再任用） 野嶋　正人

主事 篠原　龍志

子育て支援係／☎内線 124

係長 港　友和

主査 海田　康士郎

主査 前田　恭仁子

主事 福留　早苗

家庭児童相談員 水元　祥子

障害福祉係／☎内線 127

係長 海老原　裕貴

主任主事 谷川　智彦

主事 西田　有沙

援護係／☎内線 125

課長補佐兼係長 鵜飼　一伸

主任主事 吉﨑　裕美子

主事 兒島　祐哉

MEMBER

課長 紺屋　昭男
環境衛生係／☎ 32-1297
主幹兼係長 脇　秀樹
主査 前田　康晴
主事 瀬戸口　優樹
施設管理係／☎ 32-1297
課長補佐兼係長 大津　幸彦
副主幹 鎌田　貴光
主事 肥後　和成

８ 福 祉 課
   Welfare Department

新館１階

９ 生 活
　 環 境 課
   Life and Environmental
   Affairs Department

環境センター１階
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業
務
内
容

　

６
次
産
業
化
の
推
進
と
観
光
振
興
を
重

点
施
策
と
し
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
販

路
拡
大
の
取
組
み
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
係　

　

６
次
産
業
化
の
推
進
、
水
産
関
連
施
設

の
整
備
、
垂
水
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
促
進
・

販
路
開
拓
、
イ
ベ
ン
ト
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
の
開
催
・
支
援   

　

商
工
業
推
進
係　

　

商
工
会
と
連
携
し
た
商
店
街
活
性
化
、

新
商
品
開
発
、
事
業
者
と
連
携
し
た
販
路

拡
大
支
援
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
・
支
援
、

道
の
駅
の
連
携
、
雇
用
対
策
・
支
援

　

観
光
・
ジ
オ
パ
ー
ク
係　

　

様
々
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
活
用
し
た
交
流

人
口
対
策
、
体
験
型
教
育
旅
行
や
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
の
推
進
、観
光
拠
点
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
、
観
光
情
報
の
発
信
、
桜
島
・
錦
江

湾
ジ
オ
パ
ー
ク
等
を
活
用
し
た
広
域
観
光

の
推
進
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
や
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
向
け
た
取
組
の
推
進

　

市
民
の
皆
様
へ

　

垂
水
市
の
魅
力
あ
る
地
域
資

源
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
地
元
の
活
性

化
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

業
務
内
容　

　

都
市
基
盤
整
備
や
維
持
管
理
・
災
害
復
旧
、

公
営
住
宅
の
建
設
・
維
持
管
理
、
地
籍
調
査

の
推
進
等
を
行
い
ま
す
。

　

管
理
用
地
係

　

工
事
事
務
、
公
営
住
宅
の
維
持
管
理
お
よ

び
公
共
施
設
の
占
用
許
可
や
承
認
工
事
等

　

土
木
係

　

災
害
復
旧
事
業
、
市
道
・
河
川
・
公
園
等

の
整
備
等
、
道
路
・
宅
地
内
降
灰
除
去
事
業

　

建
築
係　

　

公
共
建
築
物
の
建
設
・
改
修
等
や
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
・
空
き
家
解
体
撤
去
・
建
築
物
耐

震
促
進
事
業
の
推
進

　

国
土
調
査
係　

地
籍
調
査
の
推
進

　

市
民
の
皆
様
へ　

　

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
対
策
や
適
正
な
維
持

管
理
を
心
が
け
、
快
適
な
都
市
基
盤
整
備
を

推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
道
路
に
関
す
る

不
具
合
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
連
絡
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

MEMBER

課長 大山　昭
水産係／☎内線 228・229
係長 駿河　博之
主事 迫田　幸司
商工業推進係／☎内線 266
主幹兼係長 大迫　均
主査 小池　誉
主事 森田　隼人
観光・ジオパーク係
☎内線 249
課長補佐兼係長 大迫　隆男
主査 後迫　智洋
主査 感王寺　佳奈
主事補 白窪　真吾

MEMBER

課長 東　弘幸
管理用地係／☎内線 330
主幹兼係長 葛迫　りん子
主査（再任用） 鹿屋　勉
主査 前田　哲郎
土木係／☎内線 350・351
係長 牧野　寿一
主任技師 小田　洋司
技師 前下　敬佑
技師 前田 健太郎
技師補 下本地　柊弥
建築係／☎内線 340
技術主査 横峯　吏
技術主査 秋山　幸賀
技師補 田中　琢登
国土調査係／☎内線 261・262
係長 村下　浩和
副主幹 福崎　敦美
主事 中濵　大輝

12 水 産
　 商 工
　 観 光 課
   Fisheries and
   Commerce,Industry and
   Tourism Department

新館２階

13 土 木 課
   Public Works Department

新館３階

　

業
務
内
容　

　

重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
ひ
と
つ
で
あ

る
水
道
に
お
い
て
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
実
現
の
た
め
、「
安
心
・
安
全
で
お
い

し
い
水
」
の
供
給
が
で
き
る
水
道
施
設
の

維
持
管
理
・
改
修
、
安
定
し
た
事
業
経
営

の
維
持
、
環
境
の
保
全
対
策
の
推
進
を
基

本
理
念
と
し
て
水
道
事
業
の
経
営
を
行
い

ま
す
。

　

業
務
係　

　

資
産
の
管
理
、
業
務
統
計
、
量
水
器
の

点
検
、
水
道
料
金
の
徴
収
等

　

工
務
係　

　

水
道
水
の
供
給
、
水
道
施
設
の
維
持
・

工
事
施
工
、
貯
蔵
品
の
管
理
、
給
水
記
録

の
整
理
等

　

簡
易
水
道
係　

　

簡
易
水
道
に
関
す
る
庶
務
、
資
産
の
管

理
、
量
水
器
の
点
検
、
水
道
料
金
徴
収
等

　

市
民
の
皆
様
へ

　
「
安
全
と
信
頼
を
未
来
へ
繋
ぐ
し
な
や
か

で
強
い
水
道
」
を
将
来
像
に
、
安
心
・
安

全
で
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給
と
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

水
は
限
ら
れ
た
資
源
で
す
。
節
水
に
も

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
水
道
メ
ー
タ
ー
上
に
物
を
置
か
な
い
！

・
転
居
等
異
動
の
手
続
き
は
お
早
め
に
！

・
お
支
払
い
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
！

　

業
務
内
容

　

会
計
課
は
、
市
公
金
の
支
出
命
令
部
署

（
各
課
）
か
ら
独
立
し
た
権
限
を
有
し
、
市

民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
公
金
等
を
適
正

か
つ
効
率
的
に
出
納
保
管
す
る
た
め
に
、

各
課
の
会
計
書
類
等
の
審
査
や
出
納
事
務

を
執
行
し
て
い
ま
す
。

　

会
計
係

　

市
役
所
各
課
か
ら
納
付
さ
れ
る
現
金
や

納
付
書
の
確
認
及
び
国
・
県
か
ら
の
補
助

金
等
の
収
納
事
務
、
各
課
の
支
払
い
事
務

や
、
市
の
貯
金
に
あ
た
る
基
金
の
管
理
、

決
算
の
調
整
を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。      

　

市
民
の
皆
様
へ　

　

市
民
の
皆
様
に
は
直
接
的
に
接
す
る
機

会
の
少
な
い
部
署
で
す
が
、
市
民
の
皆
様

か
ら
お
預
か
り
し
た
公
金
を
、
大
切
に
保

管
・
管
理
す
る
た
め
に
、
垂
水
市
の
金
庫

番
と
し
て
、
明
朗
会
計
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

MEMBER

会計管理者兼
課長

岡山　洋恵

会計係／☎内線 133・134・154

係長 河口　めぐみ

主事 谷川　覚子

MEMBER

課長 福島　哲朗

業務係／☎内線 129

主幹兼係長 堀之内　耕一

主事補 渡邉　晴矢

工務係／☎内線 135

係長 小野　勝志

副技幹 川上　日夫

簡易水道係／☎内線 135

係長 瀬角　貴子

14 会 計 課
   Acounts Department

本館１階

15 水 道 課
   Water Resources Department

新館２階

窓口手数料の
キャッシュレス決済可能です

各窓口での手数料等のお支
払いもキャッシュレス決済
できるようになりました。
※詳しくはお支払い窓口へ
　お尋ねください。
※新城支所・牛根支所は除
　きます。
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業
務
内
容　

　

市
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
市
議
会
が

円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
、
議
会
お
よ
び

議
員
を
補
佐
す
る
こ
と
が
主
な
仕
事
で
す
。

そ
の
た
め
、
議
員
の
皆
さ
ん
が
議
員
活
動

し
易
い
環
境
の
創
出
と
市
政
の
推
進
・
市

民
の
幸
福
に
根
差
し
た
市
議
会
と
市
執
行

部
と
の
調
整
が
職
責
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

議
事
係

　

本
会
議
、
委
員
会
等
の
開
催
、
会
議
録

の
作
成
、
請
願
陳
情
の
受
付
、
議
会
報
の

作
成
等
お
よ
び
庶
務
事
務
等
議
会
運
営
全

般
に
関
す
る
業
務

　

市
民
の
皆
様
へ

　

市
議
会
本
会
議
で
は
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
市
民
の
皆
様
の
代
表
で
あ
る
議

員
の
皆
さ
ん
の
、
市
政
推
進
に
向
け
た
議

論
等
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
中
継
し
て

お
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
視

聴
い
た
だ
け
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

MEMBER

局長 橘　圭一郎

議事係／☎内線 358

係長 瀬脇　恵寿

副主幹 末松　博昭

主事補 曽山　開人

16 議 　 会
　 事 務 局
   Assembly Secretaria

本館３階

市議会本会義の中継を
視聴することができます

▲議会中継は
　市 HP から

　

業
務
内
容

　

行
政
事
務
全
般
を
法
令
に
基
づ
き

チ
ェ
ッ
ク
す
る
監
査
委
員
の
職
務
を
補
助

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

定
期
監
査

　

財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
、
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
か
等
の
視
点
か
ら

監
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

例
月
出
納
検
査

　

会
計
管
理
者
が
保
管
す
る
現
金
の
状
況

は
適
正
か
、
出
納
関
係
書
類
に
不
備
は
な

い
か
、
違
法
・
不
当
な
支
払
い
が
な
い
か

ど
う
か
毎
月
検
査
し
ま
す
。

　

決
算
審
査

　

会
計
の
決
算
書
や
付
属
書
類
の
計
数
が

正
確
で
あ
る
か
、
予
算
執
行
や
事
業
経
営

が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
等
を
審
査
し

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
へ

　

市
民
の
皆
様
と
接
す
る
機
会
は
少
な
い
で

す
が
、
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金

等
が
正
し
く
効
率
よ
く
使
わ
れ
て

い
る
か
２
人
の
監
査
委
員
が
定
期

的
に
監
査
を
行
っ
て
い
る
重
要
な

部
署
で
す
。

MEMBER

監査事務局　☎内線 356

局長 榎園　雅司

副主幹 長友　聡 17 監 　 査
事 務 局

   Auditors Secretariat

本館３階

令和３年度の
定期監査結果を確認できます

▲監査結果は
　市 HP から

　

業
務
内
容　

　
「
夢
や
希
望
を
実
現
し
次
世
代
を
担
う
垂

水
の
人
づ
く
り
～
あ
し
た
を
ひ
ら
く
心
豊

か
で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
」
を
基
本
目

標
に
、
小･

中
学
校
の
教
育
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
の
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
魅
力
あ
る
垂
水
高
校
づ
く
り
の

振
興
・
支
援
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

庶
務
係

　

教
育
行
政
の
効
率
的
運
営
と
計
画
的
推

進
、
小
・
中
学
校
教
育
環
境
の
整
備
促
進
、

教
職
員
住
宅
の
環
境
整
備
、
垂
水
高
校
の

振
興
・
支
援
等
へ
の
取
組
。

　

学
校
給
食
係

　

衛
生
管
理
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら
、
地

元
食
材
を
積
極
的
に
活
用
し
、
安
全
・
安

心
で
お
い
し
い
学
校
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
へ　

　

児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
小
・
中
学
校
の
施
設
整
備

を
中
心
に
よ
り
よ
い
教
育
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
垂
水
高

校
の
振
興
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

通
学
費
補
助
や
検
定
試
験
補
助
等
６
つ
の

サ
ポ
ー
ト
で
垂
高
生
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
か
ら
、
垂
水
中
央
中
学
校
か

ら
の
入
学
者
に
対
し
て
、
制
服
等
の
購
入

費
用
の
補
助
を
追
加
し
、
地
元
中
学
校
か

ら
の
入
学
者
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

業
務
内
容　

　

本
市
に
は
、
教
育
を
大
事
に
す
る
伝
統
や

精
神
、
風
土
、
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
地
域

に
根
ざ
し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
文
化
が
あ
り
ま

す
。
垂
水
の
教
育
環
境
を
生
か
し
な
が
ら
、

体
験
活
動
等
を
通
し
て
、
知
育
・
徳
育
・
体

育
・
食
育
の
調
和
の
と
れ
た
教
育
の
充
実
を

図
り
、「
ふ
る
さ
と
垂
水
を
愛
し
、
誇
り
に

す
る
子
ど
も
」
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
係　

　
「
子
ど
も
た
ち
に
確
か
な
学
力
を
身
に
付

け
さ
せ
、
感
動
と
夢
を
育
む
」
新
総
合
８
つ

の
プ
ラ
ン
を
実
践
し
、
特
色
あ
る
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
質
の

高
い
教
育
、
各
学
校
の
教
育
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
組
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
へ

　

子
供
た
ち
が
、
変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
生
き
抜
き
、
未
来
を
切
り
拓
く
た

め
に
、昨
年
度
か
ら
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
、

児
童
生
徒
一
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利

活
用
し
た
授
業
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
ま
ち　

垂
水
」
の

実
現
に
向
け
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一

体
と
な
っ
た
取
組
を
実
践
し
、
充
実
し
た
教

育
環
境
の
整
備
、
将
来
を
担
う
児
童
生
徒
に

求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
成
で
き
る
教

育
活
動
の
更
な
る
工
夫
・
改
善
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

MEMBER

課長   野村　宏治

庶務係／☎ 32-7211

主幹兼係長   小池　康之

主事   前田　有希

主事補   冨松　文哉

学校主事（再任用）
垂水小学校

  梅本　高秀

学校給食係／☎ 32-0550

主幹兼係長 山本　優一郎

MEMBER

課長 今井　誠

学校教育係／☎ 32-7213

主幹兼
指導主事 永倉　仁貴

主幹兼係長 西川　郁代

主幹兼
指導主事 今村　圭

主任主事 峯元　大輔

18 教 育
　 総 務 課
   City Board of Education
   General Affairs Division

市民館２階

19 学 校
　 教 育 課
   City Board of Education
   School Education Division

市民館２階
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業
務
内
容　

　

市
民
の
皆
様
が
生
涯
に
渡
っ
て
学
習
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
「
学
び
の
場
」

の
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
健

康
に
暮
ら
す
た
め
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
及
び
文
化
事
業
、
図
書
館
事
業
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
市
に
現
存
す
る
文
化

財
の
保
護
・
活
用
に
努
め
ま
す
。

　

社
会
教
育
係　

　

生
涯
学
習
の
環
境
づ
く
り
、
視
聴
覚
教

育
の
充
実
、
地
区
公
民
館
活
動
の
支
援
、

青
少
年
健
全
育
成
の
充
実
、
家
庭
教
育
学

級
の
支
援
、
大
野
自
然
学
校
の
管
理
運
営

業
務
、
図
書
館
の
利
用
促
進
等

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
係　

　

文
化
会
館
、
中
央
運
動
公
園
な
ど
の
管

理
運
営
業
務
、
文
化
財
の
保
存
、
文
化
・

芸
術
の
振
興
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
等

　

市
民
の
皆
様
へ　

　

市
民
の
皆
様
が
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で

豊
か
な
人
生
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
生
涯
学
習
及
び
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
「
学
び
の
場
」
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
教
育
に

お
い
て
は
、
地
域
全
体
で
心
豊
か
な

子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
図
書
館
や
体

育
館
等
の
施
設
の
ご
利
用
も
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

業
務
内
容　

　

２
０
２
３
年
（
令
和
５
年
）
に
延
期
さ

れ
た
「
特
別
国
民
体
育
大
会
」
の
開
催
に

向
け
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
経
験

や
実
績
を
い
か
し
て
、
各
競
技
の
普
及
・

広
報
活
動
を
行
い
、
大
会
成
功
に
向
け
て

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
体
推
進
係

　

国
体
の
準
備
と
推
進
。
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、

綱
引
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
の
各
競
技

の
普
及
・
広
報
活
動

　

市
民
の
皆
様
へ

　

12
月
に
開
催
さ
れ
る
全
日
本
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
選
手
権
大
会
団
体
戦
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
２
０
２
３
年

（
令
和
５
年
）
に
延
期
が
決
定
し
た
「
特
別

国
民
体
育
大
会
」
の
成
功
に
向
け
、
こ
れ

ま
で
同
様
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
、
綱
引
、

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
各
競
技
の
魅
力
を
多
く

の
方
々
に
発
信
し
、
２
０
２
３
年
に
繋
が

る
取
組
を
展
開
し
ま
す
。

MEMBER

課長 港　耕作

社会教育係／☎ 32-0224

主幹 山下　明文

係長 川井田　弘毅

主査 福島　康彦

主任主事 前田　美沙

主事補 池田　乃彩

文化スポーツ係／☎ 32-7551

係長 岩山　章洋

主査 川畑　正臣

主任主事 永山　貴丸

主事 有馬　美緒

MEMBER

課長 米田　昭嗣

国体推進係／☎ 32-7553

課長補佐兼係長 大薗　俊一

主事 山﨑　裕次郎

主事 岩元　圭

20 社 会
　 教 育 課
   City Board of Education
   Social Education Division

市民館１階・文化会館

21 国 体
　 推 進 課
   National Sports Festival 
   Promotion Division

文化会館

12 月に
全日本フェンシング選手
権大会が開催予定です

　

業
務
内
容

　

総
務
課
（
３
係
）

①
庶
務
係

　

消
防
行
政
運
営

　

消
防
本
部
・
消
防
署
の
組
織
・
人
事
等

②
消
防
団
係

　

消
防
団
運
営
・
訓
練
等

③
消
防
係

　

消
防
水
利
、
消
防
用
車
両
お
よ
び

　

資
機
材
、
消
防
施
設
の
整
備
等

　

警
防
課
（
３
係
）

①
警
防
係

　

消
防
計
画
や
防
災
、
訓
練

　

自
主
防
災
組
織
の
指
導
・
育
成
等

②
予
防
係

　

火
災
予
防
、
施
設
の
立
入
り
、
防
火
管

　

理
者
の
育
成
・
指
導
等

③
救
急
係

　

救
急
業
務
の
統
計
お
よ
び
報
告
、
救
急

　

応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
の
推
進
等

　

市
民
の
皆
様
へ

　

初
の
女
性
消
防
職
員
を
迎
え
、
職
員
一

同
、
市
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る

こ
と
を
使
命
と
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
職
務
を
全
う
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
も
生
命
と
財
産
も
守
る
た

め
に
火
災
予
防
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部

MEMBER

消防本部

消防長（消防司令長） 後迫　浩一郎

次長兼署長（消防司令） 田中　昭弘

総務課長
（消防司令） 市来　幸三

総務課主幹兼庶務係長
（消防司令補） 湊﨑　浩一

警防課長
（消防司令） 岩元　昭一

警防課主幹兼予防係長
（消防司令補） 内田　勝英

消防署第１分隊

総務課主幹
（消防司令補／第１分隊長） 杢田　稔

総務課消防団係長
（消防司令補／第１副分隊長） 西原　隆明

警防課救急係長
（消防司令補）　救急救命士 丸山　悟

警防課救急係主査
（消防士長） 港　浩久

警防課救急係主査
（消防士長）　救急救命士 上野　潤也

総務課消防団係主査
（消防士長） 水迫　勇樹

警防課予防係主査
（消防士長）　救急救命士 前原　悠

警防課予防係主査
（消防副士長） 冨松　勇人

総務課消防係主任
（消防副士長）　救急救命士 福元　傑

総務課庶務係主任
（消防副士長） 龍﨑　唯一

総務課消防係主任
（消防副士長）　救急救命士 新福　拓也

警防課警防係主事
（消防副士長） 川畑　亮

警防課警防係主事補
（消防士） 松嵜　龍征

総務課庶務係主事補
（消防士） 宮田　光弥

消防署第２分隊

警防課主幹
（消防司令補／第２分隊長） 坂元　隆博

総務課消防係長
（消防司令補／第２副分隊長） 厚地　政寛

警防課警防係長
（消防司令補） 下瀬　智寛

警防課予防係主査
（消防士長）　救急救命士 宮迫　満

警防課救急係主査
（消防士長）　救急救命士 福重　俊

総務課消防係主査
（消防士長） 山内　航平

警防課警防係主査
（消防士長） 髙野　健太郎

総務課庶務係主査
（消防副士長） 中窪　大介

警防課救急係主任
（消防副士長）　救急救命士 神田　晋太郎

警防課予防係主任
（消防副士長） 北園　直哉

総務課消防団係主任
（消防副士長）　救急救命士 永野　孝一

総務課消防団係主事補
（消防士）　救急救命士 神野　聖斗

総務課庶務係主事補
（消防士） 渡邉　帝雅

警防課予防係主事補
（消防士） 神田　さくら

消防署牛根分遣所

所長兼第１班長
（消防司令補） 大重　秀嗣

消防署牛根分遣所（第１班）

警防課予防係主査
（消防士長） 大山　憲二

警防課救急係主査
（消防士長）　救急救命士 外村　敬彦

総務課消防団係主任
（消防副士長） 川村　誠哉

総務課庶務係主任
（消防副士長）　救急救命士 金城　大己

消防署牛根分遣所（第２班）

第２班長
（消防士長） 迫田　仁一

警防課予防係主査
（消防士長） 永濵　一茂

警防課警防係主任
（消防士長）　救急救命士 園田　幸平

警防課救急係主査
（消防副士長）　救急救命士 内村　雄太

総務課消防団係主任
（消防副士長） 川添　翔平

22 消 防 本 部
   Fire Fighting Headquarters

消防本部・本署
☎ 32-1019　☎内線 119・250
牛根分遣所　☎ 36-3119

消防署本署・牛根分遣所
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広  告 ここは有料広告のページです。申込先：垂水中央印刷（垂水市指定有料広告代理店）☎ 0994-32-0315 ／１枠：横 88mm×縦 133mm：19,000 円～

令和４年４月入庁新規採用職員ご紹介！

１

New Face

神
か ん だ

田 さくら
所属／消防本部

何事にも積極的に挑戦し
貢献していきます。

１

岩
いわしげ

重 果
か な

奈
所属／市民課

垂水市が輝いていける
その一助になります。

２

池
い け だ

田 乃
の あ

彩
所属／社会教育課

垂水市の魅力を伝えら
れるように頑張ります。

大
おおわたし

渡  菫
すみれ

所属／市民課

垂水の良いところ知っ
て貢献していきます。

４

新
しんぷく

福 愛
ま な み

実
所属／保健課（保健師）

市民の健康・生活を全
力でサポートします。

５

山
や ま の

野 将
しょうじ

治
所属／総務課

住みやすい街にできる
ように頑張ります。

桐
き り の

野 由
ゆ み

実
所属／保健課（保健師）

市民が健康で安心して
住めるよう努力します。

７

元
もとやま

山 果
か な

南
所属／保健課（保健師）

明るく笑顔で頑張りた
いと思います。

８

宮
み や た

田 光
こ う や

弥
所属／消防本部

大 切 な ふ る さ と の 安
心・安全を守ります。

新
規
採
用
職
員

垂
水
市
に
若
さ
と
情
熱
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
12
人
の
新
た
な
仲
間
が
加
わ
り
ま
し
た
。

６

田
た の う え

之上 元
はじめ

所属／税務課

垂水市を盛り上げられ
るように頑張ります。

10

曽
そ や ま

山 開
か い と

人
所属／議会事務局

日々、努力し、垂水を
盛り上げていきます。

11

渡
わたなべ

邉 帝
た い が

雅
所属／消防本部

市民の命と財産を守れ
る消防士になります。

２３４５

７８
９1011

12

３

６

９

12
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◎場　所／牛根・二川地区
◎撮影者／垂水市企画政策課秘書広報係
◎撮影日／令和４年４月５日（火）
◎絶妙景観写真ダウンロードは、
　左記 QR コードより

絶 妙 景 観
Exquisite View

Second season

び わ 畑 と 桜 島



▲渡邉アドバイザー講話の様子

渡邉アドバイザーから期待を込めてメッセージ

子供たちへ　
　　タブレット端末に慣れてきたでしょうから、どんどん使ってください。
　できれば、先生たちに「こんなふうに使えるんじゃないですか」と言えるよ
　うになってほしいです。

保護者の皆様へ　
　　子供たちに、学校でどんなことをしているか、家での使い方などをどんど
　ん尋ねてください。それを親子の会話として楽しんでください。
教員の皆様へ
　　効果的な活用はやってみなければ分かりません。最初から効果的な活用を
　ねらわず、トライ＆エラーでいろいろな活用を試すことから始めてください。

坂元 裕人教育長

平成 29 年４月１日から教育長
に就任（現在２期目）

「GIGA スクールのまち 垂水」の
理念を掲げ令和の日本型学校教
育（ICT で授業改善、業務改善等）
の構築を推進中

× 渡邉 光浩アドバイザー

鹿児島女子短期大学児童教育学
科・准教授
宮崎県公立小学校・教諭を経て、
2018 年より専任講師を経て現職
鹿児島県かごしま「教育の情報
化」推進連絡協議会委員

て
い
る
先
生
に
こ
そ
周
り
が
影
響
を
受
け

て
い
き
ま
す
。
そ
う
い
う
場
面
を
た
く
さ

ん
認
め
た
い
で
す
ね
。

坂
元
：
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
を
学
校
経
営

の
核
に
し
て
い
る
学
校
で
は
、
ベ
テ
ラ
ン

の
先
生
が
楽
し
そ
う
に
端
末
を
使
い
、
全

職
員
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
姿
を
２
年
目
は
全
て
の
学
校
で
期
待
し

た
い
で
す
ね
。

渡
邉
：
そ
れ
か
ら
、
管
理
職
が
先
進
的
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
も
大
切
で

す
。
管
理
職
が
そ
う
い
う
こ
と
を
理
解
し
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
と
、

学
校
全
体
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
進
ん
で
い
る

と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
を

進
め
る
効
果
と
は

坂
元
：
１
人
１
台
端
末
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
表
現
が
苦
手
だ
っ
た
子
供
が
、
自
分

の
考
え
を
発
表
す
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ

た
り
、「
話
を
聞
く
の
が
楽
し
く
な
っ
た
」

と
い
う
子
供
が
い
た
り
す
る
よ
う
で
す
。

渡
邉
：
大
学
の
授
業
で
、
少
人
数
で
話
し

合
っ
た
り
、
全
員
の
意
見
を
一
覧
で
き
た

り
し
て
い
る
と
、
大
学
生
が
、
人
の
意
見

を
知
る
こ
と
、
自
分
の
意
見
を
表
現
す
る

こ
と
の
よ
さ
に
改
め
て
気
付
い
て
い
ま
す
。

人
と
交
流
す
る
こ
と
の
よ
さ
を
分
か
る
の

が
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
取
組
だ
と
思
い

ま
す
。
今
後
は
、
調
べ
た
こ
と
を
そ
の
ま

ま
発
表
す
る
の
で
は
な
く
、
上
手
に
要
約

し
た
り
、
事
実
と
感
想
を
区
別
し
て
発
表

で
き
た
り
し
て
ほ
し
い
で
す
。

坂
元
：
あ
る
複
式
学
級
の
授
業
で
は
、
端

末
に
活
動
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
動
画
等
を
視

聴
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、「
先
生
が

い
な
く
て
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
中
に
、
も
う

１
人
の
先
生
が
い
る
」
と
表
現
し
た
子
供

が
い
た
そ
う
で
す
。
端
末
を
効
果
的
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
学
び
を
し
っ
か

り
進
め
る
子
供
の
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。

保
護
者
と
の
連
携
に
つ
い
て

渡
邉
：
私
は
小
学
校
の
教
員
だ
っ
た
と
き
、

最
後
の
授
業
参
観
で
学
習
し
た
こ
と
を
ま

と
め
て
発
表
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
運
営
や

進
行
、
機
器
操
作
等
す
べ
て
を
子
供
た
ち

に
任
せ
、「
先
生
が
何
も
言
わ
ず
、
何
も
し

な
い
で
終
わ
っ
た
ら
、
今
日
の
授
業
は
大

成
功
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち

が
頑
張
る
姿
を
見
て
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

は
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

坂
元
：
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
効
果
は
、

子
供
た
ち
の
姿
に
現
れ
る
の
が
い
い
で
す

ね
。
そ
の
よ
う
な
取
組
は
、
子
供
た
ち
同

士
の
よ
い
刺
激
に
な
り
、
互
い
に
力
を
高

め
て
、「
子
供
た
ち
の
自
立
」
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
邉
：
家
庭
学
習
は
こ
れ
ま
で
「
と
に
か

く
繰
り
返
す
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
を
使
え
ば
、

解
け
な
い
と
き
に
、
そ
の
前
提
と
な
る
問

題
の
復
習
へ
と
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
自
主
学
習
の
幅
も
広
が
り
ま
す
。

そ
う
い
う
よ
さ
を
保
護
者
に
見
て
も
ら
う

と
、
垂
水
市
の
取
組
は
全
体
的
に
進
ん
で

い
き
、
更
な
る
段
階
で
の
取
組
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

GIGA スクール通信 vol.2

『
垂
水
市
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
』 

渡
邉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

坂
元
教
育
長
の
白
熱
教
室

　令和３年度から、GIGA スクールによる一人一台端末を本格的に活用した教育が始まった垂水市。
ここでは、市民の皆様に、GIGA スクールはどういったものなのか解説するとともに、各校の取組
を紹介することで、GIGA スクール構想を基にした教育に親しみを持っていただければと思います。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
現
状
は

渡
邉
：
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
整
備
は
進
み

ま
し
た
が
、
き
ち
ん
と
活
用
で
き
て
い
る

か
と
い
う
面
で
は
、
自
治
体
や
学
校
間
で

差
が
で
き
て
い
ま
す
。
県
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
の
情
報
発
信
は
、
全
国
で
も
自
慢
で

き
る
レ
ベ
ル
で
す
。
し
か
し
、
昨
年
７
月

時
点
で
、
鹿
児
島
県
は
端
末
の
持
ち
帰
り

が
全
国
平
均
に
比
べ
て
進
ん
で
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
点
で
、
垂
水
市
の
取
組
は

か
な
り
進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

坂
元
：
私
た
ち
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に

取
り
組
む
に
当
た
っ
て
、「
原
点
、
結
果
、

創
造
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲
げ
ま
し

た
。
目
に
見
え
る
結
果
も
大
切
で
す
が
、

目
に
見
え
な
い
結
果
と
し
て
社
会
と
つ
な

が
る
「
子
供
た
ち
の
自
立
」
を
視
野
に
入

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
や
保
護
者
は
、
ど
の

よ
う
な
期
待
感
を
も
っ
て
こ
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
教
職
員
は
ど
の
よ
う
な
思

い
だ
っ
た
の
か
。
１
年
目
を
終
え
た
今
、

も
う
一
度
原
点
に
返
っ
て
、
２
年
目
の
垂

水
市
の
取
組
を
前
に
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
、
本
市
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
し
た
渡
邉
先
生
と
坂
元
教
育
長
の
対
談
の
様

子
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
現
状
、
本
市
の
取
組
、
子
供
た
ち
・
保

護
者
の
皆
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
、
本
市
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

教
育
が
分
か
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

坂元 裕人教育長

平成 29 年４月１日から教育長
に就任（現在２期目）

「GIGA スクールのまち 垂水」の
理念を掲げ令和の日本型学校教
育（ICT で授業改善、業務改善等）
の構築を推進中

×

垂
水
市
の
取
組
を

推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

渡
邉
：
原
点
に
返
る
と
「
子
供
た
ち
に
端

末
を
ど
ん
ど
ん
使
わ
せ
る
」
こ
と
が
大
切

で
す
。
先
生
方
は
、
操
作
に
自
信
が
な
く

て
も
子
供
た
ち
に
教
わ
る
ぐ
ら
い
の
気
持

ち
で
活
用
さ
せ
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

　

若
手
の
先
生
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
得
意
な

先
生
が
活
用
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
、
ベ

テ
ラ
ン
の
先
生
は
授
業
づ
く
り
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
と
、
学
校
全
体
で
進
め
よ
う
と

す
る
気
運
が
で
き
ま
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
環
境

で
の
授
業
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
い

ろ
い
ろ
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
失
敗
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
を
改
善
す
る
こ
と
が
学

校
全
体
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

坂
元
：
授
業
づ
く
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
活
性
化
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
ね
。

私
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
で
教
育
改
革

を
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
ま
さ

に
、「
子
供
が
、
授
業
が
、
学
校
が
変
わ
っ

て
い
く
ツ
ー
ル
」
に
な
り
ま
す
。

渡
邉
：
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
を
進
め
る
の

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
得
意
な
先
生
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
授
業
で
上
手
に
楽
し
ん
で
使
っ

渡邉 光浩アドバイザー

鹿児島女子短期大学児童教育学
科・准教授
宮崎県公立小学校・教諭を経て、
2018 年より専任講師を経て現職
鹿児島県かごしま「教育の情報
化」推進連絡協議会委員
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食
し ょ っ か い

改
キッチン

SECOND  SEASON

【材料】（２人分）
□びわ／６個（300g 程度）

□きゅうり／ 100g

□新玉ねぎ／ 70g

□はちみつ／大さじ１

□マヨネーズ／小さじ１

□塩／２つまみ（塩揉み用）

今月のレシピ

びわと新玉ねぎの
サラダ

Healthmate recipe of this month

未来の食改さん

今が旬の「びわ」と「新玉ねぎ」
を使用した簡単なサラダです。

「びわ」はカロテンが豊富に含ま
れているため、高血圧、脳梗塞、
心筋梗塞等の生活習慣予防やが
んの予防の効果が期待できます。

①きゅうりを輪切りにする。②新玉ねぎは薄くスライスする。③①と②を塩で揉み、しんなり
　するまで、置いておく。

びわサラダの完成です！

⑦はちみつを加え混ぜ合わせる。

⑥④と⑤をボウルに入れて軽
　く混ぜる。

④びわを食べやすい大きさにス
　ライスし種や薄皮を取り除く。
　※色止めに塩水に漬ける。

⑧さらに、味を見ながらマヨネー
　ズを加える。

⑨混ぜ合わせれば・・・

⑤③を水で洗い、キッチンペー
　パーで水気をしっかりと取る。

1

食改
完了

3

89

5

2

7

6 4

【1 人分あたり】
エネルギー　106kcal
食塩相当量　0.3 ｇ

３月 24 日、第 24 期垂水市食生
活改善推進員養成講座閉講式が
行われました。２年間の養成講
座を修了した７名が今後、食改
さんとしてご活躍の予定です。

下段左から
　柳田朋子さん、井川嘉代さん
　安山順子さん、池田みすずさん
上段左から
　小山いつよさん、村山貴恵さん

（欠席）前田和子さん

（
垂
水
市
文
化
財
保
護
審
議
員
・
川
﨑 

あ
さ
子
）

▲川井田家の蔵

会
話
の
中
の
貴
重
な
歴
史

　

垂
水
で
は
、
平
成
23
年
か
ら
約
10
年
間
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
文
行
館
』
と
い
う
資
料
館

が
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

理
事
長
の
川
井
田
孜
氏(

故
人)

と
友

人
の
川
畑
覧
矩
氏
が
中
心
と
な
り
運
営
さ

れ
、
途
中
か
ら
私
も
参
加
し
ま
し
た
。
お

二
人
の
会
話
は
本
町
の
幕
末
か
ら
明
治
に

か
け
て
の
貴
重
な
歴
史
そ
の
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

・
川
井
田
氏
、
川
畑
氏
、
大
迫
氏
、
宮
田

氏
は
本
城
の
伊
地
知
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た

が
島
津
に
敗
れ
浜
平
で
商
人
に
な
っ
た
。

・
垂
水
島
津
家
９
代
貴
儔
の
と
き
24
軒
が

本
町
で
御
用
商
人
に
な
っ
た
。

・
川
畑
市
兵
衛
は
明
治
の
初
め
生
活
出
来

な
く
な
っ
た
武
士
の
た
め
に
１
年
間
質
屋

た
る
み
ず
歴
史
・
文
化
散
歩

第 24 回

垂
水
の
豪
商
と

明
治
維
新

を
し
た
。

・
川
畑
市
兵
衛
宅
に
は
明
治
時
代
、
当
時

の
殖
産
興
業
政
策
の
大
臣
で
あ
っ
た
前
田

正
名
や
品
川
弥
次
郎
が
常
宿
と
し
、
財
政

援
助
を
う
け
た
資
料
も
あ
る
。

・
明
治
２
年
垂
水
学
校
を
創
立
し
た
高
崎

正
風
も
明
治
20
年
に
宿
泊
し
て
い
る
。

両
家
の
資
料
を
読
み
解
く

　

平
成
28
年
、
本
町
出
身
の
長
崎
大
学
井

手
准
教
授
に
よ
っ
て
川
畑
、
川
井
田
家
の

両
家
に
残
さ
れ
た
資
料
を
調
査
・
研
究
し

て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

・
西
南
戦
争
時
、
垂
水
に
は
近
世
の
身
分

秩
序
と
戦
争
時
の
殺
伐
と
し
た
空
気
等
が

複
雑
に
流
れ
て
い
た
。

・
西
南
戦
争
後
の
疲
弊
し
た
時
代
の
中
で
、

川
畑
市
兵
衛
（
本
町
）、安
田
為
僖
（
新
城
）

は
、
垂
水
の
主
要
産
品
で
あ
っ
た
砂
糖
に

着
目
し
、
砂
糖
製
造
・
販
売
を
通
し
て
農

業
と
商
業
の
一
体
化
し
た
経
済
モ
デ
ル
を

確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

・
川
井
田
善
右
エ
門
（
本
町
）
は
そ
砂
糖

を
「
垂
水
糖
」
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
大
阪

や
薩
摩
堀
界
隈
に
販
路
を
拡
大
し
た
。

・
川
畑
銀
蔵
（
本
町
）
は
海
潟
の
温
泉
に

着
目
し
自
ら
も
掘
削
し
指
宿
・
霧
島
に
次

ぐ
温
泉
地
を
築
き
観
光
地
と
し
た
。

　

川
畑
市
兵
衛
や
安
田
為
僖
は
、
明
治
政

府
の
開
催
す
る
「
内
国
勧
業
博
覧
会
」
や

「
共
進
会
」を
通
し
て
、地
場
産
品
の
ア
ピ
ー

ル
を
積
極
的
に
行
い
、
政
府
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

地
元
農
産
物
を
政
府
支
援
で
近
代
化
さ
れ

た
設
備
を
導
入
で
き
、
大
阪
等
の
大
消
費

地
に
送
る
「
官
民
協
調
型
自
立
モ
デ
ル
」

を
完
成
さ
せ
、
砂
糖
製
造
に
加
え
生
蝋
や

煙
草
製
造
も
軌
道
に
の
り
は
じ
め
ま
す
。

豪
商
た
ち
の
大
き
な
力

　

徳
川
幕
府
が
滅
び
明
治
と
い
う
新
し
い

政
治
が
始
ま
る
と
き
、
本
町
の
豪
商
川
畑

市
兵
衛
、
川
井
田
善
右
エ
門
、
川
畑
銀
蔵

の
財
力
は
垂
水
の
大
き
な
原
動
力
と
な
り

ま
し
た
。

　

新
し
い
時
代
を
築
く
た
め
に
は
、
ま
ず

産
業
振
興
で
あ
り
そ
の
財
源
は
誰
か
が
捻

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
町
の
豪

商
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
垂
水
の
発
展
に

尽
し
た
人
々
だ
っ
た
の
で
す
。

▲川畑家に残る品川弥次郎の書
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◎垂水市立図書館　☎ 0994-32-7111　開館時間：午前 9 時 30 分～午後 6 時

子育て支援センター

乳幼児健康診査乳幼児健康診査 乳幼児健康診査図 書 館 か ら 皆 様 へ

◎保健課健康増進・元気プロジェクト係　☎内線 138・164

５月行事予定
　子育て支援センターでは、年齢に合わせた内容で

毎週金曜日にわらべ歌をみんなで楽しく歌っていま

す。わらべ歌は、子どもたちに歌い継がれてきたも

ので、歌と動作が一体となっており、歌と振り付け

を楽しみながら身体機能を高める効果もあるそうで

す。一緒に楽しくわらべ歌を歌いませんか？ご興味

のある方はぜひ遊びに来てください！

子育て支援センター日記

◎垂水市子育て支援センター　☎ 0994-31-3052
　10：00 ～ 16：00　（土、日、祝日、年末年始を除く）

※新型コロナウイルスの状況により縮小・中止する場合があ

ります。入り口での検温・消毒にご協力をお願いいたします。

5/2 月 随時 ベビーマッサージ

5/9 月 11:00 はぴママ

5/9 月 随時 ベビーマッサージ

5/16 月 10:00 おもちゃ病院

5/16 月 随時 ベビーマッサージ

5/23 月 随時 ベビーマッサージ

5/30 月 随時 ベビーマッサージ

毎週 火 11:00 おはなしなぁに？（公園に行こう）

毎週 金
11:00

or
14:00

わらべ歌

◆大隅広域図書館ネットワーク
　大隅広域図書館ネットワークとは、地域住民への図
書館利用サービスの拡大を目的に、鹿屋市・垂水市・
大崎町・南大隅町・肝付町・錦江町・東串良町の２市
５町で構成されており、上記市町の全ての公共図書館
等の図書を検索・予約・貸出・返却ができます。また、
インターネットからも検索・予約ができます。ぜひ、
ご利用ください。

■利用時の注意
①事前に図書利用カードの発行および　
　WEB 登録が必要です。
②本の受取・返却については、図書館　
　までお越しください。
※詳しい利用方法などは、ホームページでご確認いた
　だくか、市立図書館のスタッフまでお問い合わせく
　ださい。

◆休館日
２日（月）、９日（月）、16 日（月）、23 日（月）、30 日（月）

◆山下清と北迫正冶の世界
　～垂水市立図書館開館 30 周年記念特別企画展～
　市立図書館は平成３年 11 月に開館し、昨年 11 月に
開館 30 年を迎えました。今回、開館 30 周年を記念し
た「山下清と北迫正治の世界」の特別企画展を開催し
ます。ぜひ、お立ち寄りください。

▪期間　開催中

　５月８日（日）まで

▪観覧料

　無料

▪休館日

　５月２日（月） ▲詳しくは
こちらから

まわりと差がつく！
‘‘ 映え ’’ スイーツレシピ

◎
宮
本 

葵

ずっと遠くに行きたかった。

今も行きたいと思っている。

自分の中の怒りの暴発を、な

ぜ止められないのだろう。自

衛隊を辞め、いまは自転車便

のメッセンジャー、サクマは

都内を今日もひた走る。

ブラックボックス
（砂川 文次）

人間がテレポート能力に目覚

め た 近 未 来。 事 故 で 能 力 を

失った赤川勇虎は、ある組織

から逃げた少女ナクサと出会

う。逃亡の果て超越的な能力

に目覚めた勇虎は、宇宙の根

幹に関わる秘密を知り…。

スター・シェイカー
（人間六度）

ながいながいねこの
おかあさん

◎
キ
ュ
ー
ラ
イ
ス 

子育てに迷ったときの
お母さんへの言葉

◎
佐
々
木 

正
美

おいしすぎる
たんぱく質おかず

◎
藤
井 

恵

子どもガボール

◎
平
松 

類

中学英語が
８７パターンで

身につく

◎
長
沢 

寿
夫

六人の嘘つきな大学生

◎
浅
倉 

秋
成

起立性調節障害〈OD〉

◎
田
中 

大
介

挑戦

◎
山
中 

伸
弥

開 催 ５/25（水）　垂水市文化会館

受 付 午後 1 時 30 分～午後 1 時 45 分

対 象 者 令和４年１月生

持 参 品
①通知書（健診票）

②母子健康手帳 ③バスタオル

３か月児健康診査

開 催 ５/20（金）　垂水市文化会館

受 付 午後 1 時 00 分～午後 1 時 15 分

対 象 者 令和元年 10 月～ 11 月生

持 参 品
①通知書（健診票）②母子健康手帳 

③歯ブラシ ④コップ ⑤タオル

２歳６か月児歯科健康診査

開 催 ５/25（水）　垂水市文化会館

受 付 午後 1 時 00 分～午後 1 時 15 分

対 象 者 令和 3 年 10 月生

持 参 品
①通知書（健診票）

②母子健康手帳 ③バスタオル

６～８か月児健康診査

開 催 ５/11（水）　垂水市文化会館

受 付 午後 1 時 00 分～午後 1 時 15 分

対 象 者 令和２年９月～ 10 月生

持 参 品
①通知書（健診票）②母子健康手帳 

③歯ブラシ ④コップ ⑤タオル

１歳６か月児健康診査

◆４月 23 日～５月 12 日は「こどもの読書週間」
　「こどもの読書週間」は、『こどもたちにもっと本を、
もっと本を読む場所を』という願いから誕生した取組
です。市立図書館には、最新の児童書から懐かしい一
冊まで揃っていますので、ぜひご利用ください。
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危険な運転はしないでね。交通ルールを守りましょう。
春の交通安全運動

もしもに備えて。自分の命は自分で守る。
牛根児童クラブ防災学習を実施

▲真剣な眼差しで学習しました ▲非常食の大切さも学習しました。カレー美味しかったです

▲園児による誓いの言葉 ▲お守り作ったよ。交通ルールを守ってね。

　４月４日、牛根児童クラブで防災学習が行われました。これは、同児童クラブの災害に関する避難確保計画に
基づいて、利用する児童や支援員等が、風水害や桜島海底噴火による津波等、地域で起こりうる様々な災害に備
えられるように公益財団法人垂水市シルバー人材センターが企画したものです。当日は、鹿児島県地域防災アド
バイザーの村野剛さんを講師に迎え、牛根児童クラブの児童、支援員、牛根小学校の校長先生、牛根地区公民館
長等が参加し、いつ起こるかわからない災害について学びました。座学終了後は、同地区で子ども食堂を運営す
る川筋貴子さんから非常食米の提供を受け、災害時の食事についても学習しました。児童は「災害はいつ起こる
かわからないところが怖いと思いました。今日教えてもらったことを忘れず、毎日を過ごします」と話し、支援
員は「詳しくかつ丁寧に教えていただき、勉強になりました。いざという時は、私たち支援員が落ち着いて周囲
の状況を判断し、子どもたちを守る行動をします」と話しました。参加した全員が真剣な眼差しで、いざという
ときに備えて、学習する姿がとても印象的でした。

▲左から西薗さん、川畑さん、和田さん、中原さん

地元の山にアタック！
水之上小学校の児童が白山登山

　３月４日、水之上小学校の６年生が、白山登山を
行いました。これは、友だちと協力し絆を深め、登
山の過程を通して、自分自身と向き合い、また自分
たちが住む地域を良く知ってもらいたいと同小学校
が企画したものです。当日は、児童 12 人と先生、
地域の方々が参加し、全員頂上まで到達することが
できました。児童は「頂上から眺める垂水のまちは
いつもと違うように感じました」と話しました。地
域の方々により登山道も整備され、安全に登山する
ことができ、卒業前の良い思い出となりました。

勇気ある行動！
株式会社森組の従業員が人命救助

　３月 22 日、鹿児島海上保安部で、株式会社森組
に勤務する西薗さん、川畑さん、和田さん、中原さ
んに海難救助に対する感謝状が贈呈されました。今
回の海難救助は、２月 23 日に牛根麓から作業船を
曳航中に、転覆しているミニボートと漂流している
人を発見し救助したものです。４人は、すぐに 119
番へ通報、地元の人々へ応援を要請し、救助された
方は病院に搬送され、約２週間後に無事退院されま
した。和田さんは「広い海の上で偶然に発見し、そ
の命を救うことができてよかったです」と話しました。

永年の勤務・功績が認められる
県土地改良事業団体連合会表彰

　３月 22 日、木佐貫さん（本城）、重吉さん（新城）、
小畑さん（高城）が鹿児島県土地改良事業団体連合
会の永年勤続表彰、土地改良功労者表彰を受賞され
市長室を訪れました。皆さんは、これまで田畑や農
業用施設の整備等に尽力された功績が認められたこ
とによる受賞です。木佐貫さんは「これからも垂水
に住んで良かったと思ってもらえるよう精進しま
す」と話し、小畑さんは「様々な人に支えてもらい
ました。今度は皆さんのために頑張ります」と話し
ました。この度の受賞、誠におめでとうございます。

犯罪予防の啓発
保護司の関係者が市長室を訪問

　３月 25 日、鹿児島保護観察所所長、肝属保護区
保護司会会長、垂水市保護司の方々が市長室を訪れ
ました。保護司とは、犯罪や非行をした方の立ち直
りを地域で支える法務大臣から委嘱された民間のボ
ランティアで、各地域の保護司会に加入し、犯罪予
防活動、広報活動等の組織的な活動を行っています。
現在、垂水市では 10 人が保護司として活動されて
います。保護司の皆さんの活動に敬意を表し、これ
からの益々のご活躍により、安心・安全な地域社会
が実現することを祈念いたします。

▲木佐貫さん、尾脇市長、小畑さん（重吉さんは都合があわず欠席）

▲左から西薗さん、川畑さん、和田さん、中原さん

　４月６日、市役所新城支所前パーキングエリアで、春の全国交通安全運動の街頭キャンペーンが行われました。
これは、毎年、春の全国交通安全運動の期間に、多くの方に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵
守と正しい交通マナーの実践を習慣付け、交通事故防止の徹底を図ることを目的に、全国各所で行われているも
のです。当日は、鹿屋警察署垂水幹部派出所の職員をはじめ、交通安全協会等の方々とさざなみ保育園の園児 16
人が参加し、園児手づくりの交通安全お守り等をドライバーに手渡し、交通安全の啓発活動に取り組みました。
園児たちは「頑張ってお守りを作りました。運転をする人たちは、安全に運転してほしいです。横断歩道を渡る
時は大きく手をあげて渡ります」と誓いの言葉を述べました。園児たちからお守りを受け取ったドライバーは「か
わいいお守りをもらえてうれしいです。園児たちの笑顔を忘れず、交通ルールを守り運転をしていきたいです」
と話しました。園児たちからのお守りを受け取り、安全運転への意識が高まったことでしょう。ドライバー、歩
行者も交通ルールを守り、お互い笑顔で家に帰ることができるように、交通事故ゼロを目指しましょう。
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地域のシンボルを目指して
辺田自治公民館の壁画が完成！

垂水の春を感じる
『さんがっの節』と日本遺産『麓祭り』

▲『御所のお庭』を踊る皆さん ▲『中俣（下）川踊り』を踊る皆さん

　４月３日、垂水小学校横の旧有馬邸で、『さんがっの
節』と『麓祭り』が開催されました。これは、垂水で昔
から続く桃の節句の祭りと日本遺産である『麓』で郷土
の魅力を伝えようと日本遺産「薩摩の武士が生きた町」
魅力発信推進協議会垂水支部が企画したものです。当
日は、小物類、ちらし寿司等の販売、伝統芸能である『御
所のお庭』（新城麓）と、『中俣（下）川踊り』（協和地区）
が披露されました。来場者は「垂水らしい春を感じる
ことができました」と話しました。歴史と文化に触れ
られる祭りで優雅なひとときを体験できました。 ▲賑わった物販の様子

▲国道沿いの自治公民館の壁に大きな壁画が完成しました

　4 月 8 日、下福町公民館で、垂水市囲碁同好会に
よる囲碁交流戦が行われました。会場では静かなた
たずまいの中、真剣な対局が行われていました。会
員は「囲碁は頭を使う陣取りゲームで、うまくいっ
た時の喜びは何十年やっても飽きないです。年齢を
問わず楽しめるので、子どもたちにこの面白さを教
えたいです」と話しました。同会は同公民館で毎週
金曜午後１時から５時まで対局を楽しんでいます。

白熱した戦い
囲碁同好会の定期大会

垂水の自然を満喫！再発見！
第 47 回おおの探検隊

交通安全に気を付けて！
新１年生へ交通安全教材贈呈

　４月１日、垂水小学校で、小学校新 1 年生へ交通
安全教材等の寄贈式が行われました。これは、事故
なく安全に通学してほしいとの願いから、園田陸運
株式会社様が平成 3 年から行っている取組です。同
校の北川校長は「大切に使用し、交通安全に気を付
けていきます」と話しました。

【市内新入生に贈られた交通安全教材】
■ 傘・鉛筆／園田陸運株式会社
■ レッスンバッグ・反射ストラップ／垂水市
■ クリアファイル・反射シール／垂水地区交通安全協会
■ ランドセルカバー／日本コープ共催生活共同組合連合会

　３月 19 日、第 47 回おおの探検隊が開催され、小学
１年生から中学１年生までの 20 人が参加しました。こ
れは、垂水の自然にふれ「ふるさと垂水を愛し、誇り
にする子ども」を育てる目的で行われたものです。当日
は高峠ハイキングに挑戦し、全員が無事踏破しました。
下山後は、３月に完成したばかりの「ピザ窯」のお披露
目を行い、焼きたてのピザを試食しました。山下遥

は る き

己
さん（垂水小１年・当時）は、「登るのは大変だったけど、
頂上の見晴らしがとてもよかったです。頂上で食べた
焼きそばパンが美味しかったです」と話しました。

▲予定より早く頂上に到着 ▲頂上で食べるパンは最高でした

▲ハイキングに出発します

【会員募集中！小・中・高校生から高齢者まで初心者大歓迎！】

受付：垂水市囲碁同好会会長　室田　☎ 080-2506-1237

　今年 3 月、松ケ崎地区の辺田自治公民館に大きな壁画
が完成しました。これは、同地区の地域振興計画「松ケ
崎づくり計画」に基づき、同公民館を地域のシンボル
として地域内外に発信したいという目的で、地域住民、
松ケ崎小学校の児童、垂水高等学校の美術部員、地元業
者等が協力し作成したものです。壁画には、桜島、特産
品のびわ等、同地区の魅力が描かれています。児童は「大
きな絵で大変でした。たくさんの方に見てほしいです」
と話しました。今後、交流拠点として地域活動がさら
に活発化することが期待されます。

▲松ケ崎小学校の児童のみなさん ▲垂水高等学校の美術部員のみなさん
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お
知
ら
せ

令
和
４
年
第
２
回

市
議
会
定
例
会
（
案
）

■
会
期
日
程

　

６
月
３
日
（
金
）
議
会
運
営
委
員
会

　

６
月
10
日
（
金
）
本
会
議
（
開
会
）

　

６
月
21
日
（
火
）
一
般
質
問

　

６
月
22
日
（
金
）
一
般
質
問

　

６
月
23
日
（
木
）
産
業
厚
生
委
員
会

　

６
月
24
日
（
金
）
総
務
文
教
委
員
会

　

６
月
30
日
（
木
）
議
会
運
営
委
員
会　

　

７
月
１
日
（
金
）
本
会
議
（
閉
会
）

※
日
程
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
時
間

①
本
会
議　

午
前
10
時
～

②
一
般
質
問
等　

午
前
９
時
30
分
～

■
本
会
議
傍
聴　

ど
な
た
で
も

※
傍
聴
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
対
策
の
た
め
、
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用

　

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
集
団
発
生
予

　

防
の
た
め
、
傍
聴
の
制
限
を
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

■
請
願
・
陳
情
の
取
扱
い

　

会
期
中
の
審
査
に
付
す
場
合
は
、
６
月

　

２
日
（
木
）
が
提
出
期
限
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局
☎
内
線
３
５
８

令
和
４
年
度
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
納
付
期
限
と
減
免
手
続

■
納
期
限　

５
月
31
日
（
火
）

※
納
税
通
知
書
：
５
月
上
旬
発
送

■
納
税
証
明
書
の
有
効
期
限

①
納
付
書
払
い

　

令
和
５
年
５
月
30
日
ま
で

②
口
座
振
替

　

令
和
５
年
６
月
15
日
ま
で

■
減
免
手
続　

障
害
者
の
方
が
所
有
者
・

　

使
用
者
で
あ
る
軽
自
動
車
は
減
免
が
受

　

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
必
要
書
類

①
本
人
運
転　

納
税
通
知
書
、車
検
証
写
し
、

　

免
許
証
、
各
種
手
帳
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド
等

②
生
計
同
一
者
運
転

　

納
税
通
知
書
、
車
検
証
写
し
、
運
転
者

　

の
免
許
証
、
生
計
同
一
・
常
時
介
護
証

　

明
書
、
障
害
者
の
方
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド
等

※
代
理
人
申
請
の
場
合
は
、
委
任
状
、
障

　

害
者
の
方
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、　

　

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
（
番
号
入
り
の
住

　

民
票
可
）
の
写
し
、
代
理
人
の
顔
写
真

　

付
き
身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

■
申
請
先　

税
務
課
市
民
税
係

■
申
請
期
限　

５
月
31
日
（
火
）

※
手
続
き
に
数
日
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
減
免
申
請
が
必
要
の
な
い
方

　

昨
年
度
ま
で
に
減
免
を
受
け
た
方

※
車
両
異
動
は
再
申
請
が
必
要
で
す
。

※
減
免
対
象
は
障
害
者
の
方
、
１
人
に
つ

　

き
１
台
で
普
通
自
動
車
等
と
の
重
複
減

　

免
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
税
務
課

　

市
民
税
係
☎
内
線
１
３
０
・
１
３
１

大
会
出
場
補
助
金
に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
活
動
を
推
進
す

る
た
め
、
小
学
生
・
中
学
生
が
県
外
大
会

等
に
出
場
す
る
際
の
補
助
金
制
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。

■
対
象　

市
内
小
学
校
・
中
学
校
お
よ
び

　

市
外
の
学
校
に
通
学
す
る
垂
水
市
在
住

　

の
児
童
生
徒
等

※
垂
水
中
央
中
学
校
は
専
用
の
補
助
制
度

　

が
優
先
さ
れ
ま
す
。

■
補
助
額　

　

交
通
費
・
宿
泊
費
の
２
分
の
１
以
内

　

団
体
の
場
合

　
　

上
限
20
万
円

　

個
人
の
場
合

　
　

上
限
２
万
円

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
社
会
教
育
課

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
☎
32

－

７
５
５
１

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
環
境
ふ
れ
あ
い
館

　

☎
０
９
９
４

－

62

－

８
１
０
１

講座名 日付 申込期限

ネコ小物作り 6/29（水）
6/ 5（日）

布ぞうり作り 7/13（水）

親子で染め物にチャレンジ
7/23（土）

～
7/30（土）

7/17（日）

▼環境ふれあい館前期講座

講座名 日付

鯉のぼりロケットを作ろう！
5/ 3（火）

～
5/ 5（木）

古着の端切れでハタキを作って
プレゼント

5/ 6（金）
～

5/ 8（日）

ネクタイで小物入れを作って
贈ろう

6/17（金）
～

6/19（日）

▼ワークショップ

さっと、見落としがちな「お知らせ」。
でも大事な情報が詰まっています！見逃さないで！

見 逃 せ な い ！

催
物

境
地
区
交
流
会
『
お
じ
ゃ
っ
た

も
ん
せ
』
開
催
に
つ
い
て

　

広
く
て
安
全
な
境
小
学
校
の
校
庭
で
遊

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
玉
ね
ぎ
の
収
穫
祭
も

開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

５
月
１
日
（
日
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
会
場　

境
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
境
地
区
公
民
館

　

☎
０
９
９
４

－

36

－

3
4
1
4

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
猿
ヶ
城

　

猿
ヶ
城
渓
谷
の
自
然
に
触
れ
な
が
ら
健

康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
開
催　

５
月
29
日
（
日
）
※
小
雨
決
行

■
時
間　

受
付　

午
前
８
時
30
分
～

■
場
所　

水
之
上
三
和
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
、
保
護
者
の
承
諾
書
が
必
要

　

で
す
。
ま
た
、
小
学
４
年
生
以
下
は
、　

　

保
護
者
等
、
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
コ
ー
ス　

約
９
㎞

　

①
三
和
セ
ン
タ
ー
～
②
猿
ヶ
城
渓
谷
森

　

の
駅
た
る
み
ず
～
③
三
和
セ
ン
タ
ー

■
料
金　

無
料

■
申
込
期
限　

５
月
18
日
（
水
）

■
そ
の
他　

　

飲
料
水
等
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

　
（
昼
食
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
等
に

　

よ
っ
て
は
、
中
止
、
内
容
の
変
更
と
な

　

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
社
会
教
育
課

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
☎
32

－

７
５
５
１

瀬
戸
口
藤
吉
翁
記
念

行
進
曲
コ
ン
ク
ー
ル
中
止

瀬
戸
口
藤
吉
翁
の
ふ
る
さ
と

コ
ン
サ
ー
ト
は
開
催

　

例
年
６
月
に
開
催
し
て
い
る
「
瀬
戸
口

藤
吉
翁
記
念
行
進
曲
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況

を
踏
ま
え
今
年
度
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
代
替
事
業
と
し
て
市
内
の
団
体
に

よ
る
、
特
別
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
音
楽
隊
に

よ
る
「
瀬
戸
口
藤
吉
翁
の
ふ
る
さ
と
コ
ン

サ
ー
ト
」
は
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日　

　

特
別
コ
ン
サ
ー
ト　

６
月
４
日
（
土
）

　

瀬
戸
口
藤
吉
翁
の
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト

　

６
月
11
日
（
土
）

■
会
場　

垂
水
市
文
化
会
館

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
社
会
教
育
課

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
☎
32

－

７
５
５
１

募
集

環
境
ふ
れ
あ
い
館

前
期
講
座
等
の
ご
案
内

　

環
境
ふ
れ
あ
い
館
で
、
手
芸
や
工
作
等

　

を
通
し
て
環
境
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま

　

せ
ん
か
。

■
場
所　

肝
属
地
区
環
境
ふ
れ
あ
い
館

　
（
鹿
屋
市
串
良
町
）

■
受
講
料　

無
料
（
材
料
費
を
除
く
）

■
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
直
接
来
館

※
各
講
座
に
は
定
員
が
あ
り
ま
す
。

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
締
切
後
に
抽

　

選
と
な
り
ま
す
。

講座名 日付 申込期限

Ｔシャツでバスマット作り 6/ 8（水）

5/29（日）

ポリ袋ストッカー作り 6/16（木）

古着リメイク（３回講座）

6/ 8（水）

6/22（水）

7/ 6（水）

▼環境ふれあい館前期講座
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保
健
・
福
祉

「
令
和
４
年
全
国
戦
没
者
追
悼

式
」
参
列
遺
族
募
集
に
つ
い
て

　

国
が
主
催
す
る
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に

参
列
す
る
遺
族
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、「
次

世
代
へ
の
継
承
」
の
観
点
か
ら
、
18
歳
未

満
の
遺
族
の
参
列
も
募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
15
日
（
月
）

※
前
日
か
ら
団
体
行
動
と
な
り
ま
す
。

■
場
所　

日
本
武
道
館
（
東
京
都
）

■
定
員　

鹿
児
島
県
内
か
ら
65
人

　
（
申
込
多
数
の
場
合
は
選
考
）

■
対
象　

戦
没
者
の
遺
族
、
一
般
戦
災
死

　

没
者
（
空
襲
等
）
の
遺
族

※
鹿
児
島
県
内
に
住
所
登
録
し
て
い
る
遺

　

族
に
限
り
ま
す
。

※
過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い
方
を
優

　

先
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

　

５
月
２
日
（
月
）
～
31
日
（
火
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
等
に

　

よ
っ
て
は
、
中
止
、
内
容
の
変
更
と
な

　

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
先　

福
祉
課
地
域
福
祉
係

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
地
域
福
祉
係
☎
内
線
１
２
６

　

県
庁
社
会
福
祉
課
調
査
援
護
係

　

☎
０
９
９

－

2
8
6

－

2
8
3
0

胃
が
ん
検
診

腹
部
超
音
波
検
診

■
対
象　

40
歳
以
上
の
受
診
希
望
者

■
受
付　

午
前
８
時
～
午
前
９
時

■
検
診
料　

各
検
診
１
０
０
０
円

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
と
70
歳
以
上

　

の
方
は
無
料

■
注
意
事
項

①
治
療
中
の
方
、
妊
娠
中
の
方
お
よ
び
胃
・

　

十
二
指
腸
を
切
除
し
た
方
は
、
受
診
で

　

き
ま
せ
ん
。

②
検
診
当
日
は
、
食
事
や
喫
煙
は
禁
止
で

　

す
が
検
査
１
時
間
前
ま
で
に
コ
ッ
プ
１

　

杯
ま
で
の
水
（
水
以
外
は
不
可
）
は
お

　

飲
み
に
な
っ
て
も　

構
い
ま
せ
ん
。

③
薬
を
服
用
し
た
方
は
、
服
用
か
ら
１
時

　

間
経
過
し
な
い
と
受
診
で
き
ま
せ
ん
の

　

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

④
検
診
時
の
服
装
は
、
金
具
・
ボ
タ
ン
・

　

プ
リ
ン
ト
等
の
な
い
服
装
で
受
診
し
て

　

く
だ
さ
い
。
ま
た
貴
金
属
は
、
は
ず
し

　

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
課

　

健
康
増
進
・
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
係

　

☎
内
線
１
２
１
・
１
３
８

受診率が
下がっています。

受診をお願い
いたします！

※新型コロナウイルス感染症の影響等により日程が延期・中
　止となる場合があります。

実施日 会場 胃がん検診 腹部超音波検診

5/18（水） 市民館 ● ●
5/19（木） 市民館 ● ●
5/20（金） 市民館 ● ●
5/21（土） 市民館 ● ●
5/23（月） 新城地区公民館 ● ●
5/24（火） 牛根地区公民館 ● ●
5/25（水） 柊原地区公民館 ● ×
5/26（木） 水之上三和センター ● ×
5/27（金） 協和地区公民館 ● ×

▼胃がん検診・腹部超音波検診の日程

障
が
い
者
巡
回
相
談

　

肝
属
地
区
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
の
相
談
員
に
よ
る
、
障
が
い
福
祉

に
関
す
る
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
開
催
日

　

令
和
４
年
５
月
25
日
（
水
）

　

令
和
４
年
８
月
24
日
（
水
）

　

令
和
４
年
11
月
９
日
（
水
）

　

令
和
５
年
２
月
８
日
（
水
）

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
会
場　

垂
水
市
市
民
館

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
障
害
福
祉
係
☎
32

－

1
1
1
5

障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集

（
パ
ソ
コ
ン
事
務
科
）

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
早
期
の
就
職

や
再
就
職
を
目
指
す
た
め
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
等
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
訓
練
期
間　

７
月
５
日
～
９
月
29
日

　
（
土
日
・
祝
日
は
休
み
）

■
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所　

鹿
屋
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

　
（
有
限
会
社
ケ
イ
ダ
ブ
ル
エ
ス
）

■
授
業
料　

無
料
（
教
材
費
別
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
９
６

－

44

－

2
2
0
6

　

①３年ぶり！休日集団健診の実施について
垂水市では、平日、仕事等で忙しくて特定健診等の受診が難しい人のために、休日集団健診を実施します。
この機会にぜひ、受診してみてはいかがでしょうか。

■ 日程　７月９日（土）～ 10 日（日）
■ 時間　８時 30 分～（所要時間は１時間程度）

■ 場所　垂水市文化会館

■ 費用　無料

■ 対象者
　 特定健診　　40 歳～ 74 歳の国保加入者

　 長寿健診　　後期高齢者医療保険の加入者

　 若年者健診　20 歳～ 39 歳の国保加入者

■ 検査内容　

　 特定健診は国が定めた年に１回の健診です

　①身体測定　②血圧　③採血　④検尿　

　⑤問診　⑥心電図　⑦眼底検査　⑧診察

■ 受診方法　電話での予約が必要です
※対象の方は、どなたでも受診可能です

②人間ドックの費用助成について
垂水市が委託する医療機関で人間ドックを受診される方を対象に、検査費用の一部を助成しています。
希望される方は、市民課国保係で助成券を交付しますので、医療機関をご予約後に予約内容がわかるものと被保
険者証を持参してお手続きください。

■ 対象者　次の条件を全て満たす方

① 30 歳以上の国保加入者または後期高齢者医療保険

　 加入者であること

② 国保税、後期高齢者医療保険料に滞納がないこと

③ 保険加入期間が６カ月以上あること

④ 人間ドックを受診する年度において、特定健診等を

 　受診しておらず、人間ドックのデータを健診のデー

　 タとして取り扱うことについて同意をいただける方

■ 助成額　検査料金の半額（上限 30,000 円）

■ 人間ドック委託医療機関
　 人間ドック

　 　①垂水中央病院

 　　②鹿児島厚生連病院健康管理センター

 　ＰＥＴ／ＣＴ

 　　①南風病院

　 　②厚地記念クリニック

◎問い合わせ先：市民課国保係　☎内線１６０

※予約完了後、健診の約１週間前までに専用の受

　診票等がご自宅に届きますので、当日はお忘れ

　なくご持参ください。

■ その他
 　特定健診、長寿健診については、５月６日（金）

　 から市内医療機関でも受診可能です。

　 予約先：県民総合保健センター
　 予約期間：5 月 30 日（月）～６月 10 日（金）
　 　　　　　（土日除く 9 時～ 17 時）

　 予約電話番号：0570 ー 048916

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
の
申
請
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
制
度
（
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
）
を
利
用

し
、
令
和
３
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予

さ
れ
て
い
る
方
で
、
令
和
４
年
度
も
引
き

続
き
在
学
予
定
の
方
へ
、
３
月
末
に
ハ
ガ

キ
形
式
の
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方
は
、

　

届
い
た
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し

　

返
送
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
引
き
続

　

き
令
和
４
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

学
校
が
変
わ
っ
て
い
る
場
合
や
初
め
て

　

申
請
す
る
場
合
に
は
、
在
学
証
明
書
ま

　

た
は
学
生
証
の
写
し
、
基
礎
年
金
番
号

　

ま
た
は
個
人
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
持

　

参
の
う
え
市
役
所
年
金
窓
口
ま
で
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
の
納
付
を
希
望
す
る
場
合

　

令
和
４
年
度
は
学
生
納
付
特
例
制
度
を

　

利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
希
望
さ

　

れ
る
場
合
は
納
付
書
を
送
付
い
た
し
ま

　

す
の
で
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
市
民
課
市
民
係

　

☎
内
線
１
６
３

　

鹿
屋
年
金
事
務
所
☎
42

－

5
1
2
1
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土
木
関
係
補
助
事
業

１ 
が
け
地
近
接
等

　

 

危
険
住
宅
移
転
事
業

■
対
象
（
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方
）

①
が
け
地
に
近
接
す
る
区
域
に
居
住
し
て

　

い
る
方

②
建
築
基
準
法
等
に
よ
り
危
険
な
区
域
に

　

指
定
さ
れ
る
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

　

に
居
住
し
て
い
る
方

③
令
和
５
年
度
に
移
転
を
行
う
方

■
補
助
金
額

①
撤
去
・
移
転
費
：
上
限
97
万
５
千
円

②
建
設
助
成
費

　

危
険
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
の
建
設
（
購

　

入
）、
土
地
取
得
、
敷
地
造
成
の
た
め
、

　

金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
た
借
入
金

　

の
利
子
相
当
額
を
助
成

①
住
宅
建
設
：
上
限
４
６
５
万
円

②
土
地
取
得
：
上
限
２
０
６
万
円

③
敷
地
造
成
：
上
限
60
万
８
千
円

■
申
込
期
限　

令
和
４
年
９
月
30
日
（
金
）

２ 

空
き
家
解
体
撤
去
事
業

■
対
象

①
市
内
に
あ
る
空
き
家
の
所
有
者

②
家
の
所
有
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
者

③
所
有
者
等
が
居
住
し
て
い
な
く
、
他
の

　

用
途
で
使
用
し
て
い
な
い
建
物

※
非
住
宅
の
み
の
解
体
は
対
象
外

④
市
内
業
者
に
依
頼
す
る
工
事
で
対
象
工

　

事
費
の
合
計
額
が
30
万
円
（
消
費
税
込

　

み
）
以
上
の
も
の

■
補
助
金
額

①
一
般
解
体
撤
去

　

対
象
工
事
費
の
30
％
（
上
限
30
万
円
）

②
撤
去
後
の
新
築

　

対
象
工
事
費
の
50
％
（
上
限
50
万
円
）

■
申
込
期
限　

令
和
４
年
12
月
28
日
（
水
）

３ 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

■
対
象

①
市
内
に
あ
る
申
請
人
が
居
住
し
て
い
る

　

持
家

②
市
内
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業　

　

登
録
工
事
業
者
を
利
用
し
た
住
宅
の
リ

　

フ
ォ
ー
ム
工
事

③
対
象
工
事
費
20
万
円
以
上
の
も
の

■
補
助
金
額

①
一
般
世
帯

　

対
象
工
事
費
の
10
％
（
上
限
15
万
円
）

②
子
育
て
世
帯

　

対
象
工
事
費
の
30
％
（
上
限
45
万
円
）

■
申
込
期
限　

令
和
４
年
12
月
28
日
（
水
）

■
注
意
点

①
他
の
補
助
事
業
と
の
重
複
部
分
は
対
象

　

外
（
介
護
保
険
住
宅
改
修
支
援
事
業
、
小

　

型
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
等
）

　

と
な
り
ま
す
。

②
住
宅
１
件
に
つ
き
１
回
の
補
助
で
す
。

４ 

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

　

 

耐
震
改
修
工
事
補
助
事
業

■
対
象

①
市
内
木
造
住
宅
の
居
住
者
ま
た
は
所
有

　

者
（
居
住
者
と
所
有
者
が
異
な
る
場
合
、

　

双
方
の
同
意
が
必
要
）

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

　
（
着
工
）
さ
れ
た
も
の

③
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

④
耐
震
改
修
工
事
は
市
内
業
者
に
依
頼
す

　

る
工
事
で
あ
る
こ
と

■
補
助
金
額

①
耐
震
診
断
：
耐
震
診
断
費
用
の

　

３
分
の
２
（
上
限
６
万
円
）

②
耐
震
改
修
工
事
：
対
象
工
事
費
の　

１
０
０
分
の
23
（
上
限
30
万
円
）

■
申
込
期
限　

令
和
４
年
12
月
28
日
（
水
）

■
各
事
業
補
助
事
業
に
つ
い
て

①
工
事
中
・
工
事
後
の
申
請
は
補
助
対
象

　

外
と
な
り
ま
す
。

②
工
事
現
場
立
会
い
等
の
た
め
不
在
の
場

　

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
は
、
事

　

前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
各
事
業
の
申
請
書
・
添
付
書
類
の
詳
細

　

は
、
土
木
課
建
築
係
ま
た

　

は
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ご
確
認

　

い
た
だ
け
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

土
木
課
建
築
係
☎
内
線
３
４
０

垂
水
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

促
進
事
業
に
係
る

登
録
工
事
業
者
の
募
集

　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
快
適
な
住
環
境

の
整
備
を
図
る
た
め
に
、
垂
水
市
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
補
助
事
業
を
利
用
さ
れ
る
方
か
ら
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
受
注
し
た
い
事
業
者
は
、

あ
ら
か
じ
め｢

工
事
業
者｣

の
登
録
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
資
格

　

１
年
以
上
市
内
に
主
た
る
事
業
所
等
（
本

社
ま
た
は
本
店
）
を
有
す
る
会
社
ま
た
は

個
人
事
業
者
で
、
継
続
し
て
事
業
を
実
施

し
て
い
る
者

■
受
付
開
始　

　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

※
受
付
は
、
随
時
行
い
ま
す
。

■
登
録
方
法

　

指
定
す
る
申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類
を

　

土
木
課
建
築
係
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
土
木
課
建
築
係
ま
た
は
市

　

Ｈ
Ｐ
よ
り
入
手
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

土
木
課
建
築
係
☎
内
線
３
４
０

▲ HP はこちら

▲ HP はこちら

問 

企
画
政
策
課
地
域
振
興
係　

☎
内
線
２
４
６

移住・定住事業のご紹介
垂水市では、移住・定住人口を増やすための事業を実施しています。
様々な生活シーンに合わせ、ぜひご活用ください。事業の詳細は市公式ＨＰでも公開しています。

Pick Up
 INFO

企
画
政
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

空き家バンク制度
空き家を売りたい方や貸したい方の空き家物件情
報を垂水市公式ＨＰに掲載し、借りたい方との橋
渡しを行っています。
■対象／賃貸・売却可能な一戸建物件
■空き家バンク登録までの流れ
　①市へ申込書を提出　②現地調査
　③入居者募集（市ＨＰ､窓口で物件情報を公開）
※仲介行為は行いません。
※空き家バンク登録で、家財道具撤去費、リフォー
　ム費の一部補助を受けることができます。

▲詳しくは
　市 HP でも

空き家有効活用推進事業
空き家バンク登録物件の空き家内の家財道具など
の処理費用の一部を補助します。
■対象物件／垂水市空き家バンク登録物件
■対象
　・空き家に係る所有権又は売却・賃貸を行う　
　　ことができる権利を有する者
　・市税の滞納がない者
　・３親等内の親族間での売買・賃貸等
　　でないこと
■補助金額／対象経費の３分の２（上限５万円）

空き家リフォーム促進事業
空き家リフォームに係る費用の一部を補助します。
■対象物件／垂水市空き家バンク登録物件
■対象
　・空き家に係る所有権又は売却・賃貸を行う　
　　ことができる権利を有する者
　・市税の滞納がない者
　・３親等内の親族間での売買・賃貸等
　　でないこと
■補助金額／補助対象工事費の 50％
　（上限 50 万円 )（対象工事費：20 万円以上 )

垂水市住宅取得費助成金交付事業
子育て世帯又は転入者で、自ら居住するために、
市内に住宅を建設・購入された方に対し、住宅建
設・購入費用の一部を助成します。
■対象物件／住宅取得費用 500 万円以上の物件
■対象
　・市内で自らが居住するために一戸建て住宅　
　　を建設又は購入し、引き渡しを受けた者
　・転入世帯の場合は、本市に転入してから２　
　　年以内に住宅取得をした者
　・市税の滞納がない者（世帯全員）　等
■助成額／①子育て世帯　　　50 万円
　　　　　②転入世帯　　　　100 万円
　　　　　③子育て転入世帯　150 万円
※②、③は助成額のうち 10 万円は市内商品券で
　助成します。

垂水市賃貸住宅家賃助成事業
垂水市内で婚姻により新居を構える若年夫婦世帯
又は転入者に対し、賃貸住宅物件（空き家バンク
賃貸物件含む）の家賃の一部を補助します。
■対象物件
　・市営住宅等の公的賃貸住宅以外の賃貸住宅
　　（社宅等は除きます）　等
■対象
　・住民登録してから６ヶ月以内、または婚姻　
　　を契機として夫婦のいずれかが転入もしくは
　　転居した日から６ヶ月以内の世帯
　・家賃から住宅手当を差し引いた額を月額　　
　　３万円以上支払う者
　・市税の滞納がない者（世帯全員）　等
■補助金額　月額 5,000 円 ～月額 15,000 円
　　　　　　（世帯状況等によって異なります）

垂水市結婚新生活支援事業
垂水市内で、婚姻し新居を構える若年夫婦世帯に
対し、住居費、リフォーム費、引っ越し費用また
は新生活準備にかかる費用の一部を補助します。
■対象
　・令和４年１月１日から令和５年３月 31 日ま
　　でに婚姻届を提出し、本市に住民登録した者
　・婚姻届提出時点で夫婦共に 50 歳以下
　・家賃及び市税を滞納していない者　等
■補助金額／上限 15 万円 ～ 30 万円　
　　　　　　（世帯状況等によって異なります）
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広報たるみずお便り

読者の
思い いつもお便り

ありがとう
ございます！

お便り＆市長へのメッセージ

１広報誌を読んだご感想や、市長・市政に対するメッセージなど何でも好きなことをお書きください。

２お便りを紙面内でご紹介させていただいてもよろしいですか？　　　　  （　はい　・　いいえ　）
　※ペンネーム記載の方はペンネームで、ご本名のみ記載の方はイニシャルでご紹介させていただきます。

※お便りはＷＥＢサイト
　からでも受付可能！
広報誌へのお便りは、垂水

市公式 WEB サイトからでも

お送りいただけます！お便

りお待ちしております！

◎垂水市公式 WEB サイト

　⇒市政の動き ⇒広報・広聴

　⇒広報誌 ⇒広報誌お便り

広報たるみずでは、皆様からのお便りをお待ちしております。
お便りをいただいた方の中から、抽選で素敵なプレゼントが当たります！

（詳しくは裏面をご覧ください。）
※個人情報の取扱い
個人情報は、お便りのご紹介、プレゼントの発送及び統計資料作成以外の目的では使用いたしません。

お便りは
一部割愛させて

いただいております

２
月
に
「
リ
ブ
マ
ッ
ク
ス
リ
ゾ
ー
ト

桜
島
シ
ー
フ
ロ
ン
ト
」
に
宿
泊
し

ま
し
た
夫
婦
で
す
。
旅
の
思
い
出
に
浸
っ

て
い
た
頃
、
思
い
が
け
ず
「
お
も
て
な
し

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
品
が
た
く
さ
ん
届
き

大
変
驚
き
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
お
礼
を

申
し
上
げ
た
く
お
便
り
し
ま
し
た
。
桜
島

美
湯
豚
や
海
の
桜
勘
（
か
ん
ぱ
ち
）
は
、

私
共
が
笑
顔
に
な
る
ほ
ど
堪
能
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
生
産
者
の
方
に
直
接
声

が
届
く
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
度
は

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感

謝
を
こ
め
て
。

（
熊
本
県
在
住
／
Ｈ
・
Ｈ
／
60
代
男
性
）

　
　
　
　
　
　▼

　

Ｈ
・
Ｈ
さ
ん
お
便
り
と
垂
水
に
お
越
し

く
だ
さ
い
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。「
た
る
み
ず
お
も
て
な
し
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
深
刻
な
影
響

を
受
け
て
い
る
観
光
業
、
飲
食
業
等
へ
の

対
策
の
一
環
と
し
て
、
令
和
３
年
12
月
25

日
～
令
和
４
年
３
月
10
日
の
期
間
中
、
垂

水
市
に
宿
泊
さ
れ
た
方
を
対
象
に
特
産
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
も
の
で
し
た
。

　

Ｈ
・
Ｈ
さ
ん
は
、
桜
島
美
湯
豚
と
海
の

桜
勘
を
笑
顔
に
な
る
ほ
ど
堪
能
し
て
い
た

だ
い
た
と
の
こ
と
で
す
が
、生
産
者
の
方
々

に
と
っ
て
最
高
の
褒
め
言
葉
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
垂
水
市
に
は
、
他
に
も

四
季
折
々
の
、
多
く
の
特
産
品
も
ご
ざ
い

ま
す
。現
在
、ビ
ワ
の
生
産
が
最
盛
期
で
す
。

道
の
駅
を
は
じ
め
、
国
道
沿
い
で
は
、
直

売
所
が
並
び
、
多
く
の
お
客
様
が
お
越
し

に
な
ら
れ
ま
す
。
ビ
ワ
は
す
ご
く
傷
み
や

す
く
、
繊
細
な
く
だ
も
の
で
は
あ
り
ま
す

が
、
県
内
有
数
の
生
産
地
で
あ
る
垂
水
の

ビ
ワ
は
、
生
産
者
が
本
誌
の
絶
妙
景
観
の

よ
う
に
ビ
ワ
が
傷
ま
な
い
よ
う
に
と
紙
袋

を
被
せ
、
手
間
ひ
ま
を
か
け
て
育
て
、
と

て
も
甘
く
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
市
は
全
国
で
も
珍
し
く
２
つ
の
道
の

駅
を
有
し
て
お
り
、
多
く
の
観
光
客
で
賑

わ
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
街
地
東
側

の
水
之
上
地
区
の
猿
ヶ
城
に
は
森
の
駅
が

あ
り
、
垂
水
市
の
秘
境
を
体
験
で
き
ま
す
。

市
内
各
所
に
は
温
泉
施
設
も
あ
り
ま
す
の

で
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
宿
泊
が
難
し
い
方
は
日
帰

り
で
も
垂
水
市
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も「
た
る
み
ず
お
も
て
な
し
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で

多
く
の
方
々
に
、
垂
水
市
に
お
越
し
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
Ｈ
・
Ｈ
さ
ん
も

ぜ
ひ
、
ま
た
お
越
し
い
た
だ
い
て
、
各
観

光
施
設
や
他
の
垂
水
の
特
産
品
を
堪
能
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

折
り
込
み
チ
ラ
シ
に
入
っ
て
い
た
白

山
登
山
の
案
内
を
見
て
、
還
暦
を

迎
え
た
記
念
に
な
る
の
で
は
と
思
い
、
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
天
気
に
も

恵
ま
れ
体
力
に
も
自
信
は
あ
っ
た
の
で
、

快
調
に
登
っ
て
い
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に

七
、八
合
目
あ
た
り
か
ら
き
つ
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
登
り
終
え
た
山
頂
か
ら
見

た
眺
め
は
、
圧
巻
で
し
た
。
当
日
、
案
内

し
て
く
だ
さ
っ
た
駐
車
場
係
の
方
々
、
登

山
道
や
山
頂
周
辺
の
環
境
整
備
に
ご
尽
力

く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
大
変

素
晴
ら
し
い
春
の
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
挑
戦

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
き
っ

と
素
晴
ら
し
い
感
動
が
得
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。

（
垂
水
市
在
住
／
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
さ

ん
／
60
代
男
性
）

　
　
　
　
　
　

▼

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
さ
ん
、
お
便
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
還

暦
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
７
、８
合

目
で
き
つ
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

登
り
終
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
十
分
な
体

力
を
お
持
ち
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

白
山
登
山
は
、
旧
暦
３
月
４
日
、
現
在

４
月
４
日
、
水
之
上
地
区
の
伝
統
的
な
祭

事
で
あ
る
女
男
河
原
祭
り
（
白
山
の
祭
礼

の
日
）の
際
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。昔
は
、

白
山
頂
上
に
参
拝
後
、
演
芸
や
出
店
を
楽

し
む
水
之
上
地
区
を
代
表
す
る
お
祭
り
で
、

垂
水
市
の
春
の
お
祭
り
と
し
て
、
多
く
の

方
々
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
こ
こ
２
年

は
お
祭
り
が
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
が
昨

年
、
長
ら
く
途
絶
え
て
い
た
白
山
登
山
が

復
活
し
ま
し
た
。
ま
た
、
登
山
道
等
の
環

境
整
備
は
、
地
元
の
方
々
等
が
行
っ
て
お

り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
登
れ
る
環

境
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
誌
の
ま
ち
の

話
題
で
は
、
水
之
上
小
学
校
の
児
童
た
ち

が
登
山
し
た
記
事
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
る
通
り
、
山
頂
か
ら
の
景
色
は
、
垂

水
の
町
が
一
望
で
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

錦
江
湾
や
桜
島
、
開
聞
岳
等
、
鹿
児
島
の

名
所
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
絶
景
で
す
。

登
る
時
の
疲
労
が
、
一
気
に
消
え
る
ほ
ど

の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
白
山
登
山
は
幅

広
い
世
代
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
山
で

す
の
で
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
々
に
絶
景
を
ご

堪
能
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
秘
書
広
報
係
の
職
員
が
白
山
登
山
を
行
っ
た
際

の
頂
上
か
ら
の
景
色
で
す
。
写
真
で
は
伝
わ
ら
な

い
感
動
が
頂
上
に
は
あ
る
よ
う
で
す
。
ぜ
ひ
登
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲白山の頂上からの風景 ▲頂上にある白山神社

442022（令和 4）5月 - 広報たるみず





■発行
鹿児島県垂水市役所
http://www.city.tarumizu.lg.jp
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2022 年（ 令 和 ４ 年 ）
５月 1 日発行／ No.133

■住所
〒 891-2192
鹿児島県垂水市上町 114

■連絡先

TEL：0994-32-1111
FAX：0994-32-6625

■編集・デザイン
垂水市役所
企画政策課　秘書広報係

■コスト
ページ単価　1.59 円（税別）
本号コスト　84 円

■定期購読
市外在住の方を対象に、ご
自宅に毎月お届けする定
期購読を行っております。
詳しくはお尋ねください。

（年間購読料 1,500 円）

■ふるさと納税
積極的なふるさと納税事
業を展開しています。ぜひ
一度、ご覧ください！
http://www.furusato-tax.jp/
japan/prefecture/46214

推計人口   ４月１日現在

❶総人口／ 13,179 人（-84）
❷世帯数／ 6,386 世帯（- ３）
❸男性／ 6,129 人（-39）
❹女性／ 7,050 人（-45）
※総人口減
　自然減（-19）社会減（-65）
※（　　　）は前月比
◎総務課／☎内線 357

市場休業日
５月 1 日（日）　５月 3 日（火）
５月 4 日（水）　５月 5 日（木）
５月 8 日（日）　５月 11 日（水）
５月 15 日（日）　５月 18 日（水）
５月 22 日（日）　５月 25 日（水）
５月 29 日（日）　
◎農林課／☎内線 240

桜島降灰収集
❶新城・柊原・牛根地区（第 1 火曜）

　５月 3 日（火）

❷上記以外の地区（第 2・4 火曜）

　５月 10 日（火）、５月 24 日（火）

◎土木課／☎内線 350

納税等
５月分納期限　５月 31 日（火）
❶軽自動車税

❷固定資産税／第１期

❸住宅使用料／５月分

❹保育料／５月分

❺介護保険料／第２期

◎税務課／☎内線 136

休日在宅医・薬局  ◎保健課／☎内線 138

日程 病院名 連絡先 薬局名 連絡先

5 月 1 日（日） 相良整形外科 32-3081 ライフ薬局 31-3322

5 月 3 日（火・祝）垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

5 月 4 日（水・祝）桑波田診療所 32-0002 フタヤ薬局 垂水店 32-7252

5 月 5 日（木・祝）垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

5 月 8 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

5 月 15 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

5 月 22 日（日） ふくまる皮フ科 32-7771 ヘルシー薬局 垂水店 32-9022

5 月 29 日（日） 東内科小児科クリニック 32-5522 いちご薬局 32-3656

6 月 5 日（日） よしとみクリニック 45-4215 小みかん薬局 32-8118

6 月 12 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

6 月 19 日（日） 池田温泉クリニック 32-6161 アルファー薬局 32-6400

6 月 26 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737
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